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Topics  2021 December

令和3年11月、東京都から認定職業訓練功労者に対する感謝状が授与された。当協会からの推薦に

基づき、東京都知事感謝状1名と東京都産業労働局長感謝状1名の計2名の講師が受賞した。

　平成 19 年に委員に就任され、社内では研修センター長として活躍さ

れている。教育現場での長年の実務経験で培った幅広い知識と技術、指

導力を活かして、協会講習会の学科及び実技の中心的講師として指導を

行っている。

　22 年間に亘る長年の現場経験と社内研修の講師として培った建築物

衛生関係についての専門知識と技術を活かし、清掃資機材の基本的な使

用方法等の実技指導を行い、現場の技術・技能の向上に尽力されている。

小林　享 氏　
三幸株式会社　建築物衛生管理委員会　所属

大島　眞理子 氏　
テルウェル東日本株式会社　建築物衛生管理委員会　所属

＜東京都知事感謝状＞

＜東京都産業労働局長感謝状＞

年末年始の休業のお知らせ
当協会事務局は、例年どおり、12月29日（水）〜1月３日（月）の間、休業いたします。
皆様には、この期間、ご不便をおかけいたしますが、何とぞご理解とご協力を
お願い申し上げます。

■東京ビルメンテナンス協会の休業期間

12月29日（水）〜1月3日（月）

当協会講師に東京都から感謝状が授与



2021.12  Network Tokyo 4やったつもりが事故招く　繰り返せ　指差し確認　再確認

CLIP BOARD

当協会が、ビルメンテナンス業を広く社会に周知すること

を目的に毎年制作している、協会オリジナルカレンダー

2022年版が完成した。

　デザインには、公益社団法人全国ビルメンテナンス協会主催

の「第15回ビルメンテナンスこども絵画コンクール」の東京地

区応募作品から、当協会審査会にて入賞となった12作品を使用

している。

　カレンダーは会員企業のほか、東京地区応募者、都内公立小

学校、幼稚園等に送付した。

毎年秋に実施しているビルメンテナンス会館の

防災訓練について、今年はコロナ禍であるた

め、仕様を大きく変更して実施した。

　例年、東京消防庁荒川消防署のご指導のもとに実

施していたが、今年は感染対策として三密を回避す

る観点から、避難経路や会館内の消火器配置場所

などをチェックリストに基づき、各自で確認する訓練

として実施した。

ビルメンテナンス会館で防災訓練を実施
　訓練は、当協会職員のほか、(公社)全国ビルメ

ンテナンス協会、(一財)建築物管理訓練センターの

職員が参加して実施した。確認後には災害時を想定

し、防災食料品のサンプルを配付した。

　また、新たに会館に勤務する職員を中心に、会館

の放水エリアで、水消火器を用いた消火訓練も実施

し、消火作業の手順を体験した。

消火器の使用方法を確認

東京ビルメンテナンス協会オリジナル
2022年 カレンダーが完成



2021.12  Network Tokyo5 マスクして手指洗って　距離とって　職場で守ろう　みんなの健康

2021年 12 月号　Vol. 587

About Us
公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会

設立
　昭和37年（1962年）5月15日

公益社団法人移行
　平成23年（2011年）2月1日

会員数
　正会員511社╱賛助会員68社
 （令和3年11月30日現在）

Cover Story テーマ ： 東京にあるオブジェ

東京スカイツリーにほど近い公園に無数に立て
られたポールアート。東京藝術大学・台東区・墨
田区の観光アートプロジェクトによる、東京スカ
イツリービューポイントに設置された環境アート
12作品のうちの１つ。おぼろげな風景の中で東
京スカイツリーをよりクリアに浮かび上がらせる。

Topics

令和3年度 
労働安全衛生大会 開催 6

特　集

Clip Board

当協会講師に東京都から感謝状が授与 3

東京ビルメンテナンス協会オリジナル 2022年カレンダーが完成
ビルメンテナンス会館で防災訓練を実施 4

Series & Regular
■連載　環境関連情報「３Ｅレポート」＃48 27
■連載　社会の主な出来事 27
■連載　なんでも相談コーナー 30
■連載　おすすめ製品コーナー 31

　12月・1月の講習会カレンダー 32
　協会からのご案内済み一覧／編集後記 34
　告知板 35

Special

中小規模事業所向け省エネ型換気・空調設備導入支援事業のご案内 28

読者投稿『ビルメン業における都道府県別労災事故』 24

理事会報告

令和４年度 
予算編成方針を承認 18



62021.12  Network Tokyo 小さな気遣い　大きな効果　いつも笑顔で　明るい職場

会　場：
ビルメンテナンス会館２F研修室（3階映像配信）

参加者：
53社、67名

　10月8日（金）14時から、令和3年度労働安全衛生大会が開かれた。昨年から続くコロナ禍の
下での開催となったものの、例年同様、東京労働局と中央労働災害防止協会の後援を受け、
各代表が臨席。講演会では、永田久雄氏による「ビルメンテナンス業における転倒災害の防止」と
題した講演があった。いまだ新型コロナウイルス感染症との闘いが続いている中、参加者一人
ひとりが気持ちを新たに臨み、より強く安全への決意を誓った。

受付にはビニールカーテン

入館前の検温と手指消毒

ビルメンテナンス会館玄関

3 階会場での映像配信

ソーシャルディスタンスを守る席配置

新型コロナウイルス感染症対策をしながらの開催

令和3年度

労働安全衛生大会
令和3年度

労働安全衛生大会
2021
Occupational Safety and Health convention



2021.12  Network Tokyo7 続けよう、三密さけて、マスクと手洗い　守っていこう　みんなの健康、みんなの職場

特　集 令和 3 年度 労働安全衛生大会

本
日
は
お
忙
し
い
中
、
労
働
安
全
衛
生

大
会
に
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
10
月
1
日
に
緊
急
事

態
宣
言
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
今
年
に
入
り
東
京
で
は
「
緊
急
事
態

宣
言
」
あ
る
い
は
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
」
が
、
ほ
と
ん
ど
切
れ
目
な
く
講
じ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
会
員
各
社
が
受
け
る
影
響

も
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ビ
ル
メ
テ
ナ
ン
ス
業
界
は
、
現
在
の
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
社
会
の
日
常
生
活
を
支
え
る

不
可
欠
な
仕
事
を
行
っ
て
お
り
、
従
事
者
は

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
」
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
東
京
都
の
大
規
模

接
種
会
場
で
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接
種
が
い
ち

早
く
受
け
ら
れ
た
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
職
務

の
必
要
性
が
広
く
認
知
さ
れ
た
証
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
を
含
む
、
安
全
で
衛
生
的
な
環

境
保
持
に
果
た
す
役
割
は
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
安
全
衛
生
管
理
に
取
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い
は
、
ま

だ
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
ま
ず
は
従
事
者

が
率
先
し
て
感
染
と
い
う
災
害
を
未
然
に

防
ぎ
、
業
界
を
挙
げ
て
こ
の
危
機
を
乗
り

越
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
働
災

害
の
発
生
傾
向
に
大
き
な
変
化
は
な
く
、
60

歳
台
以
上
の
従
事
者
の
被
災
及
び
転
倒
災

害
が
顕
著
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
従
業
員
の
高

齢
化
に
伴
い
、
転
倒
災
害
の
防
止
及
び
死
亡

災
害
に
直
結
す
る
墜
落
・
転
落
災
害
の
防

止
に
も
、
よ
り
一
層
の
対
策
が
必
要
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

協
会
で
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、

会
員
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
や
取
組
み
を
継

続
、
ま
た
確
保
す
る
よ
う
に
創
意
工
夫
に
努

め
、
各
社
・
各
職
場

に
お
け
る
安
全
衛
生

意
識
の
向
上
と
労
働

災
害
防
止
対
策
を
推

進
す
る
た
め
の
様
々

な
支
援
活
動
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

労
働
安
全
に
関

す
る
講
習
会
や
セ
ミ

ナ
ー
の
実
施
、
東
京

労
働
局
と
東
京
ガ
ラ

ス
外
装
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
協
会
と
共
同
で
実

施
し
て
お
り
ま
す
高

所
作
業
の
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
、今
後
も

「
労
働
災
害
の
撲
滅
」

へ
の
取
組
み
を
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
東
京
労
働

局
、
中
央
労
働
災
害

防
止
協
会
に
ご
指
導

い
た
だ
き
な
が
ら
、
業
界
の
す
べ
て
の
関
係

者
が
一
丸
と
な
っ
て
「
労
働
災
害
ゼ
ロ
」
を

目
指
し
た
取
組
み
を
実
施
し
て
い
く
決
意
を

申
し
上
げ
ま
し
て
、
本
日
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１　

開
会
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長
（
要
約
）
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労
働
災
害
の
発
生
が
ゼ
ロ
の
無
災
害
企

業
4
社
が
表
彰
さ
れ
、
記
念
の
盾
が

授
与
さ
れ
た
。

◎
15
年
間
無
災
害
企
業
（
1
社
）

（
平
成
18
年
4
月
1
日
～
令
和
3
年
3
月
31
日
）

東
海
産
業
株
式
会
社

◎
10
年
間
無
災
害
企
業
（
2
社
）

（
平
成
23
年
4
月
1
日
～
令
和
3
年
3
月
31
日
）

日
建
管
財
株
式
会
社

日
本
整
美
株
式
会
社

◎
3
年
間
無
災
害
企
業
（
1
社
）

（
平
成
30
年
4
月
1
日
～
令
和
3
年
3
月
31
日
）

東
京
電
気
清
装
株
式
会
社

危
な
い
と
気
付
い
た
時
は
す
ぐ
改
善 

す
ぐ
に
摘
み
取
る
危
険
の
芽

興
和
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会
社

藤
本 

明
生 

様

作
業
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
　

体
も
心
も
　
柔
軟
に

株
式
会
社
セ
イ
ビ
　
原
田 

紘
子 

様

　伝
え
よ
う
　
正
し
い
手
順
と
　
確
か
な
指
導
　

続
け
る
力
で
　
無
災
害

株
式
会
社
ハ
リ
マ
ビ
ス
テ
ム
　

渡
邉 

徹
二 

様

労
働
災
害
・

無
災
害
企
業　
表
彰

３　

金
賞
に
輝
い
た
株
式
会
社
菱
サ
・
ビ
ル

ウ
ェ
ア
の
鹿
島 

幸
貴
様
を
は
じ
め
全

10
作
品
が
入
賞
し
た
。
受
賞
者
に
は
表
彰

状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
応
募
総
数
は

3
7
0
作
品
で
あ
っ
た
。

★
金
賞
（
１
作
品
）

些
細
な
こ
と
で
も
放
置
せ
ず
、

報
告
、
相
談
、
即
是
正
　

未
来
に
つ
な
が
る
安
全
管
理

株
式
会
社
菱
サ・ビ
ル
ウ
ェ
ア
　

鹿
島 

幸
貴 

様

★
銀
賞（
2
作
品
）

焦
る
な
　
急
ぐ
な
　
手
を
抜
く
な
　

守
る
ル
ー
ル
が
　
身
を
守
る

株
式
会
社
サ
ン
セ
イ
　
臼
木 

優
子 

様

目
配
り
　
気
配
り
　
指
差
し
確
認
　

早
め
に
摘
み
取
る
危
険
の
芽
　

安
全
実
ら
せ
　
ゼ
ロ
災
職
場

株
式
会
社
ケ
ン
ト
ク
東
京
本
部

新
垣 

雪 

様

★
銅
賞
（
3
作
品
）

安
全
は
　
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
　
積
み
重
ね
　

常
に
見
直
せ
　
安
全
マ
ニ
ュ
ア
ル

大
星
ビ
ル
管
理
株
式
会
社
　

小
島 

呈
慈 

様

思
い
出
せ
　「
ヒ
ヤ
リ
」
と
感
じ
た
あ
の
時
を
　

指
差
し
呼
称
で
安
全
確
認

東
京
ガ
ス
フ
ァ
シ
リ
ティ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
　

岡
安 

哲
哉 

様

変
わ
る
時
代
に
　
変
わ
ら
ぬ
意
識
　

基
本
を
守
り
　
確
か
な
点
検
　

み
ん
な
の
力
で
事
故
防
止

日
本
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社
　
八
鍬 

英
治 

様

★
佳
作
（
4
作
品
）

慣
れ
た
作
業
に
隠
れ
た
危
険
　

危
機
感
い
つ
も
忘
れ
ず
に
　

声
掛
け
合
っ
て
ゼ
ロ
災
職
場

株
式
会
社
オ
リ
バ
ー
　
鈴
木 

晃 

様

２　

労
働
安
全
衛
生
標
語
入
選
者　
表
彰
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特　集 令和 3 年度 労働安全衛生大会

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
（
1
：
29
：

3
0
0
）
で
は
、
重
篤
災
害
あ
る
い
は

死
亡
災
害
が
1
件
発
生
す
る
と
、
そ
の
被

災
者
は
そ
れ
以
前
に
29
件
の
軽
い
傷
害
を
発

生
さ
せ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
傷
害
の
な
い

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
を
3
0
0
件
も
起
こ
し
て

い
る
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
災
害
を

防
止
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
の
段
階
で
対
策
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
重

要
で
あ
る
と
言
え
る
。
会
員
企
業
か
ら
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
ト
の
体
験
と
そ
の
改
善
対
策
に
関

す
る
活
動
報
告
を
募
集
し
、
優
秀
な
13
事

例
が
表
彰
さ
れ
た
。

◎
株
式
会
社
M
G
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ�

�

小
西 

裕
之 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

高
所
移
動
の
際
に
注
意
す
べ

　
　
　
　

  　
き
事
項

◎
株
式
会
社
小
田
急
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス 

 

小
椋 

隆 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

通
路
が
暗
く
て
ヒ
ヤ
リ
！

◎
株
式
会
社
ケ
ン
ト
ク
東
京
本
部�

�

大
久
保 

笑
美 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

カ
ー
ト
の
運
用 

◎
株
式
会
社
ジ
ャ
レ
ッ
ク 

根
本 

裕
一 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

屋
外
作
業
時
の
作
業
看
板
の

　
　
　
　
　
　
安
全
対
策 

◎
綜
通
ア
メ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

 

武
田 

浩
正 

様
・
石
黒 

英
昭 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

設
置
物
の
強
風
・
暴
風
対
策 

◎
東
京
海
上
日
動
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社

�

森
原 

光
太
郎 

様
（
2
事
例
で
表
彰
）

活
動
の
テ
ー
マ 

基
準
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る

　
　
　

 
S
K
の
扉
を
開
け
る
際
の
衝
突
防
止 

活
動
の
テ
ー
マ  
清
掃
員
休
憩
所
の

　
　
　
　
　
　
衛
生
維
持
及
び
環
境
整
備

◎
日
本
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社 
佐
久
間 

航 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

油
断
大
敵 

◎
株
式
会
社
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ 

嶋
田 
隆
幸 
様

活
動
の
テ
ー
マ 

提
案
に
よ
る
基
礎
キ
ャ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
ウ
ォ
ー
ク
設
置
工
事 

◎
株
式
会
社
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ 

高
見 

啓
将 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

駐
車
場
事
故
防
止
対
策 

◎
株
式
会
社
芙
蓉
商
会 

小
﨑 

幸
路 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

老
人
ホ
ー
ム
の
作
業 

◎
平
成
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社 

 

橋
本 

守
弘
様

活
動
の
テ
ー
マ 

日
々
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
情
報
の
共
有
と
迅
速
な
対
応 

◎
三
井
物
産
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
株
式
会
社 

 

細
川 

英
輔 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

誤
操
作
防
止

４　

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
活
動
報
告
入
選
者
表
彰
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■
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部 

安
全
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎 

琢
也　
氏

　

東
京
都
内
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に

お
け
る
休
業
4
日
以
上
の
労
働
災
害
に
つ
い

て
は
、
令
和
2
年
は
前
年
比
で
8.
6
％

減
少
し
6
0
5
人
と
な
り
ま
し
た
。
う
ち

死
亡
災
害
は
、
交
通
事
故
の
1
件
の
み
で

し
た
。
皆
様
方
が
取
り
組
ま
れ
た
結
果
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
災
害
状

況
を
見
ま
す
と
、
死
亡
災
害
が
2
件
あ
り

ま
し
た
。
ロ
ー
プ
高
所
作
業
に
限
定
す
る

こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
に
お
い
て
、

引
き
続
き
、
墜
落
防
止
対
策
の
徹
底
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
東
京
都
内
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
に
お
け
る
休
業
4
日
以
上
の
死
傷
災
害

の
状
況
で
す
。
転
倒
災
害
が
41
％
を
占
め
、

非
常
に
高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

大
き
な
要
因
は
、
つ
ま
ず
き
、
滑
り
、
踏

み
外
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
ず
き
に
つ

い
て
は
、
段
差
や
放
置
さ
れ
た
荷
物
、
机

や
椅
子
、
配
線
コ
ー
ド
な
ど
作
業
通
路
に

存
在
す
る
も
の
が
原
因
で
、
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
段
差
や
凹
凸
、
つ
な
ぎ
目
な
ど

の
解
消
や
整
理
整
頓
を
行
う
こ
と
で
多

く
は
減
ら
せ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

徹
底
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
滑
り
に
つ
い
て
は
、
床
に
残
っ
た

水
、
油
な
ど
を
、
そ
の
都
度
拭
き
取
る
こ
と

で
、
対
策
が
取
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

清
掃
現
場
で
濡
れ
た
箇
所
と
乾
い
た
箇
所

を
明
確
に
分
け
る
な
ど
、
対
策
を
実
施
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
け
る
労
働
災

害
は
、
60
歳
以
上
の
高
年
齢
労
働
者
が

多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
令
和

2
年
に
作
成
さ
れ
た
「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド

リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
く
高
年
齢

労
働
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
取
組
み
を
推

進
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
で
は
、
こ

の
よ
う
な
安
全
大
会
や
、「
ロ
ー
プ
高
所
作

業
安
全
強
化
月
間
」
な
ど
の
独
自
の
取
組

み
を
は
じ
め
、
業
界
内
の
安
全
意
識
、
ま

た
は
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
そ
の
取
組
み
が
こ
こ
最
近
の
災
害
減

少
に
出
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
死

亡
災
害
の
撲
滅
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
取

組
み
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

本
年
は
10
年
ぶ
り
に
全
国
産
業
安
全
衛

生
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
東
京
労
働
局

と
し
て
も
、
し
っ
か
り
と
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
協
会
及
び
会
員
企
業
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
と
各
事
業
所
に
お
い
て
安
全

文
化
が
醸
成
さ
れ
、
未
来
へ
つ
な
ぐ
安
全

な
職
場
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
し
て
、

あ
い
さ
つ
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

５　

来
賓
挨
拶
（
要
約
）
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特　集 令和 3 年度 労働安全衛生大会

■
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会 

理
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
越 

徹　
氏

　

わ
が
国
の
労
働
災
害
は
、
関
係
者
の
ご

尽
力
も
あ
っ
て
、
長
期
的
に
減
少
し
て
き

て
い
ま
す
。
特
に
死
亡
災
害
に
つ
き
ま
し
て

は
、
3
年
連
続
で
過
去
最
少
と
な
り
、
減

少
傾
向
が
顕
著
に
表
れ
て
お
り
ま
す
。
一
方

で
、昨
年
の
休
業
4
日
以
上
の
死
傷
者
数
は
、

残
念
な
が
ら
平
成
4
年
以
降
で
は
最
も
多
く

な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
令
和
3
年
の

上
半
期
で
は
、
休
業
4
日
以
上
の
死
傷
者
が

6
万
4
9
9
人
と
な
り
、
前
年
に
対
し
て

27
％
ぐ
ら
い
増
え
て
い
ま
す
。
死
亡
者
数
に

つ
き
ま
し
て
は
3
2
3
人
と
、
や
や
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
2
月
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
防
止
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
改
め
て
、
感
染
症
も
含
め
た

安
全
衛
生
活
動
を
行
う
必
要
が
出
て
き
て
い

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
ど
も
中
災
防
も
感
染
症
対
策
を
徹
底

い
た
し
ま
し
て
、
研
修
、
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
新
た
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の

問
題
に
対
応
す
る
よ
う
な
セ
ル
フ
ケ
ア
や
ラ

イ
ン
ケ
ア
、
自
宅
で
で
き
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

す
る
な
ど
、
事
業
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
着
実

に
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

価
値
観
や
働
き
方
の
多
様
化
、
高
年
齢

労
働
者
の
増
加
、
そ
れ
に
伴
う
就
業
構
造

の
変
化
、
さ
ら
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
も
あ
り
、
人
々
の

生
活
ス
タ
イ
ル
は
変
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
S
D
G
s
と
E
S
G
投
資
、
人

間
尊
重
、
自
然
と
の
調
和
、
科
学
技
術
の

発
展
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
づ
く
り
に
は

大
き
な
テ
ー
マ
が
目
白
押
し
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

S
D
G
s
に
つ
き
ま
し
て
は
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
気
候
変
動
な
ど
環
境

問
題
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
人
種
の
不
平
等
な
ど

に
強
い
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
の
は
ご
存
じ

の
と
お
り
で
す
。
S
D
G
s
の
1
6
9
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
は
、
す
べ
て
の
労
働
者

の
権
利
を
保
護
し
、
安
全
・
安
心
な
労
働

環
境
の
促
進
と
い
っ
た
項
目
が
設
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
中
災
防
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

こ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
着
目
し
て
、
自
社
や
グ

ル
ー
プ
企
業
の
安
全
衛
生
に
加
え
て
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
含
め
た
労
働
職
場
環
境

の
向
上
に
取
り
組
む
皆
様
方
を
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
声
か
け
、
朝
礼
で
の

具
体
的
な
作
業
指
示
、
情
報
交
換
を
基
に

し
た
安
全
教
育
な
ど
、
現
場
・
現
物
を
中

心
と
し
た
従
来
の
方
法
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
改
革
は
、
コ
ロ
ナ
禍
後

を
見
据
え
た
新
た
な
時
代
の
安
全
衛
生
活

動
の
未
来
像
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
協
会
と
加
盟
各
社
の
ま
す
ま
す
の

ご
隆
盛
と
、
労
働
安
全
衛
生
活
動
の
拡
充
、

そ
し
て
本
日
ご
参
集
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

皆
様
方
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
私
の
お
祝
い
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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図 1 転倒災害の割合　ビルメン業　
(1988-2020)

図 2 高齢作業者の転倒災害発生率が高い
転倒災害の年齢別分布 2017 年資料

図 3 午前中に転倒災害が多く発生
2017 年データより作成

し
て
70
人
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図

4
）。
一
方
「
転
倒
」
に
つ
い
て
は
、
1
万

人
に
1
人
と
非
常
に
少
な
い
の
で
す
。
そ
の

為
多
く
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
報
告
が
あ
り
、

事
前
に
対
策
が
取
り
や
す
い
の
で
す
。

　

２
０
１
５
年
に
国
が
「 

転
倒
災
害
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
動
さ
せ
る
ま
で
、
国
の
労
災

防
止
計
画
の
中
で
も
、
転
倒
事
故
防
止
に
大

き
な
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
大
き
な
理
由
は
、
転
倒
事
故
に
よ
る
死

亡
者
数
が
少
な
い
事
、
作
業
者
の
不
注
意
が

大
き
な
原
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
為
で
す
。

労
災
で
最
も
多
い
転
倒
事
故
に
関
心
を
向
け

て
事
故
防
止
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が

用
後
の
安
全
教
育
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と

が
必
須
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

労
災
の
発
生
時
刻
別
に
み
る
と
、
午
前
中

に
転
倒
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
（
図
３
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
身
体
の
運
動
能
力
が
十
分

で
な
い
時
間
帯
で
事
故
が
発
生
し
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
特
に
、
冬
の
早
朝
は
、
筋
肉
・

関
節
の
働
き
が
よ
り
鈍
く
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
転
倒
リ
ス
ク
が
よ
り
高
ま
り
ま
す
。
作

業
前
の
簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
な
ど
を
取

り
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
事
故
の
型
に
よ
る
死
亡
リ
ス
ク
の
違
い
」

と
い
う
の
を
計
算
し
て
み
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「
溺
れ
」
に
よ
る
死
傷
数
１
０
０
人
に
対

　
「
全
産
業
」
と
「
ビ
ル
メ
ン
業
」
で
の
死

傷
者
数
の
年
齢
別
構
成
割
合
（
図
２
）
に

よ
れ
ば
、
い
ず
れ
も
転
倒
事
故
は
、
高
齢
者

に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
ビ
ル
メ
ン
業

で
は
、
よ
り
高
齢
な
作
業
者
に
集
中
的
に
労

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ビ
ル
メ
ン
業
で
は
経
験
年
数
が
１
年
未
満

で
労
災
が
多
く
発
生
し
て
お
り
、
さ
ら
に
詳

し
く
月
数
別
に
見
る
と
、
経
験
１
か
月
で
最

も
多
く
、
月
数
が
増
す
に
つ
れ
て
減
少
し
て

ゆ
き
ま
す
。
新
規
に
採
用
さ
れ
、
ビ
ル
メ
ン

作
業
に
就
い
た
直
後
に
、
転
倒
事
故
、
墜
落

転
落
事
故
な
ど
に
遭
っ
て
い
る
の
で
す
。
採

■
講
師

　
公
益
財
団
法
人
大
原
記
念
労
働
科
学

　
研
究
所 

客
員
研
究
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　
　
永
田 

久
雄　
氏

転
倒
災
害
防
止
に
向
け
て
す
べ
き
こ
と

　

全
産
業
に
お
け
る
労
災
発
生
件
数
は
20

年
前
か
ら
大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
（
以
下
、ビ
ル
メ
ン
業
）

で
は
30
年
以
上
前
か
ら
労
災
が
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
（
図
１
）。
昨
年
の
労
災
全
体
に

占
め
る
転
倒
事
故
の
発
生
割
合
は
全
産
業
で

は
、
23.

6
％
で
す
が
、
ビ
ル
メ
ン
業
で
は
、

46.

6
％
に
も
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
転

倒
事
故
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ビ
ル
メ
ン
業
に
お
け
る
労
災
を
大
幅
に
減
少

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

6　

講
演
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
け
る
転
倒
災
害
の
防
止
」
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図 4 事故の型による死亡リスクの違い
死傷 100 件（休業 4 日以上）に対する死亡件数

2020 年

図 5 転倒などの事故は防げない

「ゼロにできるはず（中災防のゼロ災運動）」
Zero Accident Vision（欧州での広まり）

組織的な取り組みの必要性

  ○ トップが責任を持って
  　 取り組む決意
  ○ リスク情報の共有
  ○ 安全教育の徹底
  ○ 安全文化の醸成

図 6 安全文化とは
DuPont 社が提唱する「4 段階の安全文化発展モデル」

第 1 段階　事故対応型　―　 問題（事故）がおきない限り
何もしない

第 2 段階　上司依存型　―　上司の指示まち
第 3 段階　個人型　　　―　自分だけの取組み
第 4 段階　相互啓発型　―　チームでの取組み

スタントマンによる実測
頭部を打ちつけるまで
の時間は、0.67 秒から
0.87 秒

スタントマンによる実測図 7

あ
り
ま
す
。
そ
の
為
に
は
、
難
し
く
と
も
ト
ッ

プ
が
「
事
故
を
ゼ
ロ
に
で
き
る
は
ず
」
と
し
て

取
り
組
む
心
構
え
が
必
要
で
す
（
図
５
）。

　

リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
「
残
留
リ
ス
ク

論
（
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
に
で
き
な
い
）」
を
取
り

上
げ
て
、
事
故
防
止
は
難
し
い
と
す
る
の
で

な
く
、
な
に
か
別
の
防
止
対
策
が
あ
る
は
ず

で
す
。
い
ま
ま
で
の
安
全
対
策
は
、
作
業
環

境
、
安
全
管
理
、
安
全
装
置
な
ど
の
改
善

を
通
し
て
、労
災
を
減
少
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
主
に
管
理
面
や
ハ
ー
ド
対
策
を
中

心
と
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
転
倒
事
故

防
止
対
策
で
は
、
作
業
者
自
身
の
行
動
や

身
体
機
能
の
衰
え
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
、
対

策
を
立
案
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
作
業
者
へ
の
働
き
か
け
を
通
し
た

人
的
リ
ス
ク
低
減
を
含
め
た
ソ
フ
ト
的
対
策

が
必
要
な
の
で
す
。

求
め
ら
れ
る
ト
ッ
プ
の
決
断
力

　
で
は
、
そ
の
上
で
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
。

重
要
な
の
は
、ト
ッ
プ
が
責
任
を
持
っ
て
「
転

倒
災
害
を
減
ら
す
」
と
い
う
決
意
を
持
っ
て

い
た
だ
い
て
、
そ
の
次
に
、
転
倒
災
害
の
リ

ス
ク
情
報
を
皆
で
共
有
し
て
い
く
の
で
す
。

実
は
、こ
の
リ
ス
ク
情
報
が
十
分
に
知
れ
渡
っ

て
い
な
い
こ
と
が
問
題
で
す
。
転
倒
と
い
う
も

の
が
、
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
を

少
し
で
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、「
あ
、
こ

う
い
う
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
は
ず
で
す
。

　

次
に
、
安
全
教
育
の
徹
底
で
す
。
ビ
ル
メ

ン
に
関
わ
る
作
業
の
安
全
教
育
を
行
う
こ
と

が
必
要
な
の
で
す
。

　

次
に
、会
社
内
で
の
「
安
全
文
化
の
醸
成
」

が
必
要
で
す
（
図
５
）。
安
全
文
化
の
発
展

段
階
に
は
、
４
段
階
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
初
期
の
第
一
段
階
で
は
、「
問
題
が
お
き

な
い
限
り
対
処
し
な
い
」。
第
二
と
三
段
階

で
は
「
上
司
の
指
示
待
ち
」「
自
分
だ
け
の
取

組
み
」
で
す
。
第
四
段
階
で
は
、「
チ
ー
ム
で

の
取
組
み
」
に
よ
る
、
チ
ー
ム
内
で
事
故
防

止
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
で
す
（
図
６
）。
第

一
か
ら
第
四
段
階
へ
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、

事
故
の
発
生
率
は
減
少
し
ま
す
。
第
四
段
階

で
は
、
現
場
の
作
業
者
が
自
ら
リ
ス
ク
を
察

知
し
て
、
リ
ス
ク
に
対
し
て
互
い
に
注
意
喚

起
し
合
い
ま
す
。
安
全
文
化
の
醸
成
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
が
、
安
全
文
化
が
定
着
す

る
に
つ
れ
て
、
事
故
は
減
少
し
ま
す
。

気
づ
か
な
い
と
い
う
危
険

　

安
全
教
育
指
導
法
に
つ
い
て
、
少
し
細

か
く
説
明
を
し
て
い
き
ま
す
。
ひ
と
つ
は
、

小
さ
な
段
差
。
傾
斜
面
が
危
な
い
の
で
す
。

そ
こ
に
危
険
が
潜
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が

視
認
で
き
な
い
た
め
に
通
常
ど
お
り
歩
行
し

ま
す
。
す
る
と
、
そ
こ
で
蹴
つ
ま
ず
い
て
大
け

が
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

通
勤
途
上
で
階
段
か
ら
転
落
し
、
頭
部
打

撲
で
死
亡
し
た
原
因
を
探
る
た
め
に
、
被
災

し
た
階
段
で
再
現
実
験
を
行
い
ま
し
た
（
図

７
）。
足
を
踏
み
外
し
て
か
ら
、
頭
部
打
撲
ま

で
の
時
間
は
、
僅
か
0.

67
秒
か
ら
0.

87
秒

と
非
常
に
短
い
時
間
で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

一
瞬
に
し
て
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
す
。
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図 8 小さな段差ほどに気付かない
段差、凹凸、突起、継ぎ目、障害物の放置

図 9 段差は下り方向が危険（視認性）

上り

下り
段差を視認できない

降り方向から見た階段のステップ

指先に僅かにかかる力から、
身体の揺れを察知

図 11 人差し指をタッチした
閉眼片足立ち時間

図 10

　

実
は
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
、
椅
子
に
少
し
手

を
か
ざ
す
と
、
指
先
か
ら
自
分
の
体
の
揺
れ

を
感
知
で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
目
を
つ

ぶ
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
長
い
時
間
立
っ
て
い

ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
手
を
置
く
と
い
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
万
が
一
倒
れ
た
場
合
の
防
止

だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
こ
で
自
分
の
体
の
揺

れ
を
察
知
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
手
す
り
を
握
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
で
も
、
手
を
置
く
だ
け

で
も
危
険
度
は
か
な
り
減
少
し
ま
す
。

　

次
に
、
滑
り
や
す
い
歩
行
面
で
の
転
倒
災

害
防
止
の
た
め
の
指
導
例
で
す
。
急
が
な
い

こ
と
が
重
要
。
ビ
ル
メ
ン
作
業
で
は
、
ど
う

し
て
も
床
に
ワ
ッ
ク
ス
を
か
け
た
り
、
水
拭

き
を
し
た
り
し
ま
す
の
で
、
滑
り
と
い
う
も

の
に
つ
い
て
の
理
解
が
重
要
で
す
。

　

図
12
は
、
滑
り
の
状
況
を
模
式
的
に
示
し

た
も
の
で
す
が
、
こ
の
体
重
心
点
と
足
裏
の

設
置
す
る
距
離
が
長
く
な
れ
ば
長
く
な
る
ほ

が
、
最
終
段
付
近
か
ら
顔
を
挙
げ
て
視
線

を
進
行
方
向
に
向
け
ま
す
の
で
、
そ
の
瞬
間

に
踏
み
外
す
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
階
段

の
踏
み
外
し
事
故
は
下
り
る
時
に
多
く
起
こ

り
、
入
り
口
と
出
口
が
危
な
い
の
で
す
。

　

階
段
を
下
り
る
時
は
、
手
す
り
の
使
用

を
推
奨
し
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
高
齢
に
な

る
ほ
ど
バ
ラ
ン
ス
能
力
が
衰
え
る
た
め
で
す
。

例
え
ば
、
閉
眼
片
足
立
ち
時
間
は
、
20
歳

で
約
80
秒
、
60
歳
で
20
か
ら
30
秒
、
70
歳
で

は
15
秒
ほ
ど
に
減
少
し
ま
す
。
し
か
し
、
目

を
閉
じ
て
、
椅
子
に
指
を
乗
せ
る
と
、
自
分

の
体
の
揺
れ
を
指
先
で
感
知
で
き
、
閉
眼
片

足
で
あ
っ
て
も
、長
く
立
っ
て
い
ら
れ
ま
す（
図

11
）。
階
段
を
下
り
る
時
に
、
手
す
り
を
握

れ
な
く
と
も
、
手
す
り
に
手
を
置
く
だ
け
で

も
転
落
の
リ
ス
ク
は
か
な
り
減
少
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
図
９
の
左
の
写
真
で
は
、
段
差

が
あ
る
の
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
右
の
写
真
の

上
り
方
向
か
ら
は
、
段
差
が
は
っ
き
り
と
視

認
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
段
差
の
下
り
歩
行

時
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

階
段
か
ら
の
転
落
事
故
の
９
割
以
上
が
下

り
で
急
い
で
い
る
時
に
起
き
て
い
ま
す
。
多

く
の
転
落
事
故
は
、
階
段
入
り
口
か
ら
一
段

目
あ
る
い
は
二
段
目
で
踏
み
外
し
て
い
ま
す

（
図
10
）。
そ
の
理
由
は
、
階
段
の
幅
に
自

分
の
歩
幅
を
必
ず
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
の
で
、
急
い
で
階
段
入
り
口
か
ら
下
り

る
時
に
、
歩
幅
を
階
段
幅
に
合
わ
せ
る
こ
と

が
で
き
な
い
為
に
踏
み
外
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
階
段
出
口
の
最
終
段
で
も
踏
み
外
す
事

故
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
下
り

る
途
上
で
は
視
線
が
足
元
に
向
い
て
い
ま
す

　

大
き
な
段
差
で
あ
れ
ば
、
危
な
い
か
ら

気
を
つ
け
よ
う
と
な
り
ま
す
。
も
し
、
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
作
業
を
し
て
い
る
と
き
に
、

小
さ
な
段
差
に
気
づ
い
た
ら
、
ポ
ー
ル
を
立
て

る
な
ど
、
そ
こ
に
危
険
が
あ
る
事
を
知
ら

せ
る
だ
け
で
防
止
で
き
ま
す
。
働
い
て
い
る
人

だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
こ
を
通
行
す
る
利
用

者
の
事
故
防
止
に
も
な
り
ま
す
。

　

図
8
の
よ
う
に
、
わ
ず
か
な
段
差
や
継

ぎ
目
の
め
く
れ
な
ど
に
危
険
が
あ
り
ま
す
。　

ま
た
、
冬
の
寒
い
朝
や
疲
労
し
て
い
る
時
は
、

つ
ま
ず
き
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
足
首
の

回
転
が
十
分
で
き
な
く
て
、
す
り
足
歩
行
に

な
り
、
平
ら
な
面
で
も
つ
ま
ず
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
す
り
足
歩
行
に
な
る
と
、
靴
の
先

端
を
地
面
に
こ
す
っ
て
し
ま
い
倒
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。
作
業
場
の
床
面
の
耐
滑
性
を

高
め
た
り
、
掃

除
を
し
た
り
し
て

も
転
倒
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

段
差
は
上
り

方
向
か
ら
見
る

と
、僅
か
な
段
差

で
も
視
認
で
き

ま
す
が
、
下
り
方

向
で
は
視
認
が

し
に
く
い
の
で
す
。
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図 12 体重心点と靴裏接地点の距離が
広がるほどすべる

労災コードデータから作成

図 13 転倒災害の年齢別の発生傾向
（2016 年）

図 14 大腰筋の横断面積減少割合

農業、製造業に従事していた高齢者は、座業的な職業につ
いていた高齢者と比較すると筋横面積が比較的に大きい。

図 15 20 歳代と比較すると 60 歳代では
3 倍ほどの高い照度が必要となります．

ど
滑
り
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
、
重
い
手
荷
物

を
運
搬
し
て
い
る
と
き
に
は
滑
り
や
す
い
の

で
す
。
そ
の
理
由
は
、
同
じ
歩
幅
で
歩
い
て

い
て
も
、
重
い
荷
物
を
持
っ
て
い
る
と
、
そ

の
分
だ
け
足
裏
に
大
き
な
水
平
力
が
か
か
り

ま
す
。

作
業
者
の
視
点
か
ら
考
え
る
安
全
対
策

　

次
に
重
要
な
も
の
と
し
て
、
作
業
者
が
取

り
組
む
べ
き
安
全
対
策
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
高
齢
に
な
る
ほ
ど
転
倒
リ
ス
ク
が
高

ま
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
上
で
、
一
人
ひ

と
り
が
注
意
を
し
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

ま
ず
大
切
な
の
は
、
二
足
歩
行
の
持
つ
危

険
性
と
い
う
の
は
何
か
を
認
識
す
る
こ
と
。

頭
部
が
一
番
上
に
来
る
た
め
、
転
倒
し
た
時

に
頭
を
打
っ
た
ら
、
死
亡
す
る
リ
ス
ク
は
と

て
も
高
く
な
り
ま
す
。
も
う
一つ
は
、
腰
を

痛
め
る
と
い
う
こ
と
。
二
足
歩
行
自
体
が

持
っ
て
い
る
リ
ス
ク
、
そ
し
て
、
高
齢
に
な
る

ほ
ど
身
体
機
能
が
衰
え
て
く
る
こ
と
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

図
13
は
、
転
倒
災
害
の
年
齢
別
の
発
生

傾
向
を
分
析
し
、
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
す
。

高
齢
の
女
性
が
と
て
も
多
い
の
が
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
幾
つ
か
あ
り
ま

す
。
一つ
は
、
第
三
次
産
業
に
従
事
す
る
高

齢
女
性
が
増
え
た
と
い
う
こ
と
。
も
う
一つ

は
、
55
歳
以
上
の
女
性
は
骨
密
度
が
衰
え

て
骨
折
し
す
い
の
で
す
。
骨
折
す
る
と
完
治

ま
で
に
1
ヶ
月
以
上
を
要
す
る
重
症
に
な
る

た
め
、
ど
う
し
て
も
女
性
の
事
故
が
災
害
と

い
う
カ
タ
チ
で
表
面
化
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
骨
量
の
減
少
と
男
女
差
を

調
べ
て
み
る
と
、
大
体
55
歳
か
ら
急
激
に
骨

量
が
減
少
し
て
、
骨
折
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
女
性
の
場
合
は
骨
折
を
起
こ
す
リ

ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
体
の
表
面
の
筋
肉
で
は
な
く
て
、

奥
の
ほ
う
に
あ
る
大
腰
筋
、
腸
骨
筋
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
こ
の
ふ
た
つ
を
合
わ
せ
て

腸
腰
筋
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の
筋
肉
に
は
筋

繊
維
が
い
っ
ぱ
い
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
に
筋
繊
維
が
弱
ま
っ
た

だ
け
で
も
影
響
が
す
ぐ
出
て
し
ま
う
の
で
す
。

大
腰
筋
や
腸
骨
筋
が
衰
え
る
こ
と
で
、
足
を

上
げ
る
高
さ
が
低
く
な
り
ま
す
。
当
然
、
20

歳
の
方
と
比
べ
て
、
60
歳
、
65
歳
、
70
歳
の

方
の
足
を
上
げ
る
高
さ
は
低
く
な
り
、
つ
ま

ず
き
や
す
く
な
る
の
で
す
。
さ
ら
に
、
年
齢

が
高
く
な
る
ほ
ど
に
、
す
り
足
歩
行
に
な
る

た
め
、
一
層
転
倒
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

大
腰
筋
の
横
断
面
積
の
減
少
割
合
の
グ
ラ

フ
（
図
14
）
に
よ
る
と
、
20
歳
の
と
き
を
標

準
と
す
る
と
、
大
体
60
歳
で
30
％
、
70
歳
で

35
％
、80
歳
で
半
分
近
く
ま
で
減
少
し
ま
す
。

高
齢
に
な
る
ほ
ど
些
細
な
こ
と
で
つ
ま
ず
き

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

次
に
、
転
倒
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
と
し

て
、
視
力
や
視
認
性
の
衰
え
が
あ
り
ま
す
。

水
晶
体
レ
ン
ズ
は
加
齢
に
伴
い
、
変
化
し
て
い

き
ま
す
。15
歳
の
と
き
は
透
明
だ
っ
た
も
の
が
、

70
歳
く
ら
い
に
な
る
と
茶
褐
色
に
な
り
ま
す
。
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図 16 重要な足関節の働き
前後方向の動きを担う 足関節

動きを拘束すると、バラ
ンス能力は極度に落ちる。

図 17 運動と体力年齢の衰え
20 から 24 歳の体力と比較

資料：文部科学省：平成 21 年度体力・運動能力調査結果

図 18 注意喚起スタンドの設置方法

階段下
大きな歩幅を止める

床摩擦特性の変化
大きな歩幅を止める

勢
を
保
持
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
姿
勢
バ
ラ

ン
ス
を
保
持
す
る
上
で
、
足
関
節
の
柔
軟
性

が
非
常
に
大
切
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
16
）。

　

図
17
は
「
運
動
と
体
力
年
齢
の
衰
え
」

を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
す
。
横
軸
が
年
齢

で
す
。
運
動
を
し
て
い
る
人
は
、
し
て
い
な

い
人
と
比
べ
て
、
急
激
に
は
体
力
の
衰
え
が

起
こ
り
ま
せ
ん
。

　

通
勤
途
中
の
小
さ
な
段
差
や
く
ぼ
み
で
も
、

思
わ
ぬ
事
故
に
遭
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
に
伴
い
、
通
勤
災
害
は
増
加
し
て
い

ま
す
。
手
荷
物
を
運
搬
す
る
際
の
歩
行
に
つ

い
て
も
荷
物
の
大
き
さ
や
個
数
、
歩
く
場
所

に
よ
っ
て
は
足
元
の
視
線
が
遮
ら
れ
た
り
す
る

た
め
、
危
険
が
伴
い
、
大
き
な
事
故
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に　
ビ
ル
利
用
者
へ
の
配
慮
も
大
切

　

最
後
に
「
ビ
ル
利
用
者
へ
の
配
慮
」
に
つ

い
て
で
す
。
自
分
た
ち
の
安
全
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
そ
こ
を
利
用
す
る
人
た
ち
へ
の

配
慮
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、

図
18
に
あ
る
よ
う
な
ス
タ
ン
ド
は
、
ど
こ
に

立
て
た
ら
い
い
か
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。。
階

段
の
前
に
置
い
て
、
大
き
な
歩
幅
で
踏
み
出

さ
な
い
で
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と
を
暗
黙
の

う
ち
に
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
摩
擦
係
数
が
大
き
く
変
わ

る
箇
所
に
も
ス
タ
ン
ド
を
立
て
て
く
だ
さ
い
。

大
き
な
歩
幅
で
は
滑
っ
て
し
ま
う
た
め
、
境

目
に
置
く
こ
と
で
、
大
き
な
歩
幅
を
止
め
る

よ
う
促
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
高
齢
者
は
同
じ
光
の
量
で
も

暗
く
見
え
て
し
ま
う
の
で
す
。
例
え
ば
、
室

内
の
照
明
が
５
０
０
ル
ク
ス
、
６
０
０
ル
ク

ス
で
も
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
暗
く
感
じ
ま
す
。

た
だ
し
、
本
人
は
暗
く
感
じ
て
い
る
と
い
う

自
覚
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
十
年
も
か
け
て
少

し
ず
つ
目
の
機
能
が
衰
え
て
き
て
い
る
た
め
、

そ
の
変
化
に
気
づ
か
な
い
の
で
す
。

　

高
齢
に
な
る
ほ
ど
明
る
い
照
度
が
必
要
に

な
り
ま
す
（
図
15
）。
同
じ
照
度
で
は
、
高

齢
の
方
は
階
段
の
段
差
を
見
分
け
に
く
く

な
り
ま
す
。
20
歳
を
基
準
に
し
て
、
60
歳
で

お
よ
そ
3
倍
の
明
る
さ
が
必
要
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
当
然
、
70
歳
に
な
る
と
、
も
っ
と

大
き
な
明
る
さ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
普
段

の
作
業
場
に
段
差
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
こ
に

ポ
ー
ル
を
立
て
る
な
ど
、
高
齢
の
方
に
つ
い

て
配
慮
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
老
眼
や
動
体
視
力
の
衰
え
な
ど
も

起
こ
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
文
字

を
見
誤
る
な
ど
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
、
車

を
運
転
す
る
際
の
標
識
や
信
号
の
見
落
と

し
な
ど
が
発
生
す
る
確
率
も
高
く
な
っ
て

き
ま
す
。

大
切
な
の
は
筋
肉
・
関
節
を
知
る
こ
と

　

人
間
の
骨
格
筋
の
数
は
約
４
０
０
本
に
な

り
ま
す
が
、
歩
行
時
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は

約
２
０
０
本
で
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
筋
肉

は
、
操
り
人
形
の
よ
う
に
、
あ
る
一
定
の
動

き
し
か
担
当
し
て
い
ま
せ
ん
。
当
然
、
運
動

し
な
い
と
そ
の
部
分
で
筋
肉
は
衰
え
て
き
ま

す
。
な
お
か
つ
各
筋
肉
は
連
携
し
あ
っ
て
い

ま
す
の
で
、あ
る
筋
肉
に
障
害
が
生
じ
る
と
、

ほ
か
の
筋
肉
に
も
波
及
し
て
い
く
の
で
す
。

　

次
に
、
足
部
の
筋
肉
は
33
本
、
じ
ん
帯
は

１
０
０
本
あ
り
ま
す
。
立
っ
て
い
る
人
間
を

後
ろ
か
ら
押
し
た
時
、
押
し
た
力
を
支
え
て

い
る
の
は
、
足
の
指
先
な
の
で
す
。
足
の
指

先
の
働
き
が
衰
え
る
と
、
体
を
支
持
す
る
能

力
も
衰
え
ま
す
。
高
齢
者
ほ
ど
急
激
な
動
き

に
対
し
て
指
先
を
硬
直
さ
せ
る
敏
捷
性
が
衰

え
ま
す
。
車
の
揺
れ
な
ど
少
し
の
動
き
に
対

し
て
も
、
瞬
時
に
指
先
を
硬
直
さ
せ
て
、
姿
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特　集 令和 3 年度 労働安全衛生大会

森井博子労務管理委員会
担当理事から、令和 3 年度
の大会宣言が力強く行われ
た。

　
令
和
に
入
り
、
私
た
ち
は
労
働
災
害
に
よ
り
多
く
の
命
を
失
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
再
発
さ
せ
な
い
た
め
に
、「
労
働
安
全
衛
生
大
会
」

を
機
に
、一
人
ひ
と
り
が
日
頃
の
安
全
衛
生
活
動
で
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
繰
り
返
し
、

安
全
意
識
を
高
め
、
強
い
決
意
を
も
っ
て
「
労
働
災
害
ゼ
ロ
」
を
達
成

す
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
特
に
、
高
齢
者
に
多
く
見
ら
れ
る
転
倒
、
重
篤
災
害
と
な
る
墜
落
・

転
落
の
防
止
な
ど
、
危
険
要
因
排
除
に
向
け
た
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
防
ぐ
た
め
、
普
段
か
ら
の
心

が
け
と
し
て
、
3
密
の
回
避
、
手
洗
い
・
う
が
い
を
励
行
し
ま
す
。

　
今
後
も
、「Safe W

ork TO
KYO

」
の
理
念
の
も
と
、
第
13
次
東
京

労
働
局
労
働
災
害
防
止
計
画
に
則
っ
て
、
安
全
・
安
心
な
職
場
環
境
の

実
現
に
取
組
み
、
労
働
災
害
撲
滅
に
努
め
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に
宣
言

し
ま
す
。

あいさつをする梶山副会長

本
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
ご
参
集
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
大
会
の
閉
会
に
当
た
り
ま
し
て

ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
収
束
せ
ず
、
当
業
界
全
体
に
影
響
が

及
ん
で
お
り
ま
す
。
す
で
に
、
各
社
と
も
厳

格
な
対
策
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
中
、

業
務
の
最
前
線
で
働
く
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
皆
様
を
は
じ
め
、
業
界
の
発
展
に

寄
与
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
々
が
、
労
働

災
害
の
被
災
者
に
な
る
こ
と
を
事
前
に
防
ぐ

た
め
に
も
、
今
日
の
お
話
を
ご
参
考
に
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
安
全
と
健
康
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、経
営
者
が
率
先
し
て
「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」

と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
、「
転
ば
ぬ

た
め
の
知
恵
」
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
一
人

の
被
災
者
も
出
さ
な
い
よ
う
に
取
組
み
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
年
齢

労
働
者
を
含
め
た
全
従
業
員
の
労
働
災
害

防
止
、
と
り
わ
け
転
倒
災
害
の
撲
滅
に
力
を

注
ぎ
、
業
界
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
労
働

災
害
防
止
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
3
年
度
労

働
安
全
衛
生
大
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

7　

大
会
宣
言

8　

閉
会
の
こ
と
ば
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１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

11
月
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
も
も
う
間
も
な
く
終
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
昨
日
の
陽
性
の
方
が

9
名
だ
っ
た
。
こ
れ
が
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
け
ば
い
い

が
、
未
だ
何
と
も
言
え
な
い
状
況
か
と
思
う
。
9
月
30

日
で
緊
急
事
態
の
措
置
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

47
都
道
府
県
全
て
で
解
除
さ
れ
た
。
そ
う
い
う
中
で
、

第
６
波
が
来
な
い
よ
う
な
方
策
を
最
大
限
取
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま
ん
延
防
止
の
措
置
を
含
め
る

と
、
制
限
が
本
当
に
切
れ
目
な
く
続
い
て
き
て
、
や
っ

と
今
、
人
が
回
り
、
戻
っ
て
く
る
か
と
い
う
期
待
と

不
安
が
交
錯
し
た
よ
う
な
状
況
で
あ
る
。
良
い
形
で

進
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
だ
が
、
日
本
で
は
70
％
を
超
え
、

３
回
目
の
接
種
も
そ
ろ
そ
ろ
視
野
に
入
っ
て
い
る
と

言
う
。
衆
議
院
選
挙
も
終
わ
り
新
し
い
体
制
と
な
っ
た

の
で
、
し
っ
か
り
し
た
施
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。

　

間
も
な
く
立
冬
を
迎
え
る
が
、
今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
は
や
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
も

安
心
さ
れ
な
い
で
年
末
年
始
を
迎
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

２　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
出
総
務
担
当
理
事

　
そ
の
１　
正
会
員　
有
限
会
社
ア
ン
リ
社

　
そ
の
２　
正
会
員　
株
式
会
社
三
凌
商
事

　

標
記
正
会
員
2
社
の
入
会
に
つ
い
て
提
案
説
明
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

そ
の
1
、
有
限
会
社
ア
ン
リ
社
は
、
平
成
16
年
に

設
立
さ
れ
、
一
般
清
掃
業
を
主
業
と
し
て
い
る
。
設

立
後
18
期
目
に
入
り
、
経
営
も
安
定
し
た
こ
と
か
ら
、

業
界
団
体
で
あ
る
当
協
会
へ
の
加
入
を
も
っ
て
自
社

ブ
ラ
ン
ド
の
向
上
を
目
的
と
し
て
入
会
を
希
望
さ
れ

て
い
る
。
推
薦
会
社
は
、
千
代
田
装
備
株
式
会
社
で

あ
る
。

　

そ
の
2
、
株
式
会
社
三
凌
商
事
は
、
昭
和
50
年
に

設
立
さ
れ
、
廃
棄
物
処
理
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し

て
お
り
、
一
般
清
掃
や
エ
ア
コ
ン
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
等

も
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
清
掃
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

務
に
注
力
し
て
い
く
た
め
の
情
報
収
集
や
従
業
員
教

育
を
目
的
に
入
会
を
希
望
さ
れ
て
い
る
。
推
薦
会
社

は
、
株
式
会
社
小
田
急
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

　

以
上
、
２
社
に
つ
い
て
資
料
を
精
査
し
、
総
務
委

員
会
と
し
て
は
入
会
に
問
題
な
し
と
判
断
し
た
。

第
２
号
議
案　
令
和
４
年
度 

予
算
編
成
方
針
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
財
務
委
員
長

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第117回

理 事 会 報 告
令和４年度 予算編成方針を承認

Photo:ポインセチア

■日時：令和３年11月2日（火）午後３時～午後３時52分
■理事・監事数　　理事20名、監事3名
■出席者　　　　　理事19名、監事3名
■審議事項

第１号議案　入会の承認について
　　　その１　正会員　有限会社アンリ社
　　　その２　正会員　株式会社三凌商事

第２号議案　令和４年度 予算編成方針について
第３号議案　ビルメンテナンスフェア実行委員会の

　設置について
第４号議案　委員会委員の追加選任について
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第
３
号
議
案　
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

　

標
記
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

令
和
4
年
7
月
に
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
２
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

２
０
２
１
年
に
開
催
す
べ
く
設
置
し
た
実
行
委
員
会

の
設
置
期
限
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
フ
ェ

ア
の
企
画
運
営
・
準
備
等
を
決
定
・
実
行
す
る
た
め

の
実
行
委
員
会
を
設
置
す
る
。
開
催
翌
月
に
報
告
の

た
め
の
委
員
会
を
開
催
す
る
た
め
、
設
置
期
間
は
、

本
日
よ
り
令
和
４
年
８
月
末
ま
で
と
す
る
。

　

実
行
委
員
長
は
、
従
来
か
ら
広
報
委
員
長
が
兼
務

し
て
お
り
、
今
回
も
同
委
員
長
で
あ
る
吉
澤
理
事
に

お
願
い
す
る
。
メ
ン
バ
ー
構
成
は
、
委
員
長
の
ほ
か
、

広
報
委
員
会
委
員
１
名
、
賛
助
会
員
5
名
の
総
勢

7
名
と
し
、
7
月
の
委
員
改
選
時
に
継
続
選
任
さ
れ

た
方
々
で
構
成
す
る
。

第
４
号
議
案　
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

経
営
研
究
委
員
会
委
員
の
追
加
に
つ
い
て
提
案
が

あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

令
和
3
・
4
年
度
の
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
は
、

7
月
6
日
の
第
１
１
５
回
理
事
会
で
選
任
し
て
い
た

だ
い
た
が
、
経
営
研
究
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
小
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
令
和
元
・
2
年
度
と
比
べ
て

減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
追
加
選
任
を
お
願
い
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
官
公
庁
契
約
小
委
員
会
に
株
式
会

社
ダ
イ
ケ
ン
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
か
ら
1
名
、
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
小
委
員
会
に
、
株
式
会
社
Ｍ
Ｇ

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
か
ら
1
名
、
株
式
会
社
オ
ー
ク

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
か
ら
1
名
の
計
2
名
、
合
計
3

名
の
方
々
を
追
加
選
任
す
る
。

３　
報
告
事
項

⑴　
会
長
報
告　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
会
長

東
京
２
０
２
０
オ
リ
・
パ
ラ
競
技
大
会
選
手
村
ハ
ウ

ス
キ
ー
ピ
ン
グ
業
務
に
係
る
そ
の
後
の
対
応

　

ビ
ル
メ
ン
事
業
共
同
企
業
体
（
以
下
、「
Ｊ
Ｖ
」
と

い
う
）
で
は
、
今
回
の
国
際
的
な
一
大
事
業
に
お
け

る
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
業
務
の
記
録
を
記
念
誌
と
し

て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
通
じ

て
得
ら
れ
た
知
見
や
教
訓
を
広
く
会
員
各
社
と
共
有

す
る
た
め
、
本
冊
子
を
Ｊ
Ｖ
か
ら
購
入
し
、
全
会
員

及
び
役
員
の
皆
様
へ
配
付
す
る
。
冊
子
の
納
品
は
11

月
下
旬
頃
の
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｖ
で
は
、
本
事
業
を
通
じ
て
使
用
し
た

資
機
材
の
う
ち
、
再
利
用
が
可
能
な
資
機
材
の
販
売

を
行
っ
た
。
当
協
会
で
は
、
都
立
特
別
支
援
学
校
生

徒
に
対
す
る
清
掃
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、
各
学
校

の
要
望
を
聞
き
取
り
、
延
べ
11
校
に
対
し
て
資
機
材

を
寄
付
す
る
。

　

な
お
、
Ｊ
Ｖ
は
決
算
業
務
を
完
了
し
、
12
月
3
日

を
も
っ
て
解
散
す
る
。

　

令
和
４
年
度
予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て
提
案
が

あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

【
前
文
】

　

令
和
３
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
１
や
優
良
従
業

員
表
彰
式
式
典
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
事
業
報
告
会
が
中
止
や
縮
小
と
な
っ
た
。会
員
サ
ー

ビ
ス
事
業
が
縮
小
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
第
二
４
半

期
の
会
費
の
半
額
減
免
措
置
を
実
施
し
た
。

　

令
和
４
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
を
見
越
し
、

60
周
年
記
念
事
業
や
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
の

実
施
を
前
提
に
予
算
を
措
置
す
る
。

【
総
括
的
事
項
】

　

会
員
サ
ー
ビ
ス
、
公
益
目
的
事
業
に
つ
い
て
、
通

常
年
度
規
模
の
事
業
を
計
画
す
る
。
公
益
目
的
事
業

比
率
60
％
以
上
を
維
持
す
る
た
め
、
積
極
的
に
計
画

す
る
。

【
具
体
的
事
項
】

①
感
染
拡
大
の
状
況
に
よ
っ
て
は
会
費
減
免
措
置
等

を
検
討
す
る
こ
と

②
定
期
講
習
会
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の
定
員
で
見
積
も
る

と
と
も
に
、
非
接
触
型
講
習
会
の
実
施
を
検
討
す

る
こ
と

③
講
師
の
世
代
交
代
に
備
え
、
講
師
確
保
策
を
検
討

す
る
こ
と

④
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
、
協
会
60
周
年
式
典
・

記
念
誌
作
成
予
算
を
計
上
す
る
こ
と

⑤
令
和
４
年
度
の
理
事
会
回
数
は
６
回
と
す
る
こ
と
、

な
ど
で
あ
る
。

　

以
上
の
方
針
に
基
づ
き
令
和
４
年
度
の
予
算
見
積

書
を
作
成
し
、
12
月
21
日
ま
で
に
提
出
を
お
願
い
す

る
。
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⑵　
全
国
協
会
報
告　
　
　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

ア　
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
１
の
開
催

　

フ
ェ
ア
の
期
間
は
、
11
月
24
日
（
水
）
か
ら
26
日

（
金
）、
時
間
は
10
時
か
ら
17
時
、
会
場
は
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
西
展
示
棟
3
・
4
ホ
ー
ル
で
あ
る
。

　

感
染
症
対
策
を
十
分
に
行
い
な
が
ら
開
催
す
る
。

ま
た
、
事
前
の
登
録
を
お
願
い
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
、
入
場
証
を
ご
持
参
い
た
だ

き
た
い
。

　

今
年
は
、
2
年
に
1
度
の
全
国
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
技
能
競
技
会
が
開
催
さ
れ
る
。
大
会
は
、
11
月
25

日
に
開
催
さ
れ
、
東
京
地
区
か
ら
は
2
名
の
代
表
選

手
が
出
場
す
る
。
分
散
来
場
に
ご
協
力
い
た
だ
き
つ

つ
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
た
い
。

イ　
２
０
２
１-

２
０
２
３
年
版
役
職
員
名
簿
の
発
行

　

２
０
２
１
年
か
ら
２
０
２
３
年
版
の
役
職
員
名
簿

を
発
行
し
た
。

　

名
簿
は
、
全
国
協
会
の
役
員
の
他
に
、
各
県
協
会

の
役
員
、
職
員
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
活
用
し
て

ほ
し
い
。
全
国
協
会
欄
に
は
役
員
の
自
宅
住
所
等
が

記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
取
扱
い
に
十
分
注
意
願
い

た
い
。

⑶　
委
員
会
報
告

ア　
財
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
委
員
長

（
ア
）
令
和
３
年
度 

上
半
期
決
算

　

令
和
3
年
度
上
半
期
決
算
の
報
告
を
す
る
。
執
行

率
は
、
例
年
で
あ
れ
ば
50
％
前
後
だ
が
、
5
月
か
ら

6
月
に
警
備
以
外
の
講
習
会
が
中
止
と
な
っ
た
こ
と

に
加
え
、
下
半
期
の
執
行
事
業
が
多
い
た
め
、
低
い

執
行
率
の
事
項
が
多
い
。
令
和
３
年
度
予
算
は
フ
ル

予
算
と
し
て
編
成
し
た
た
め
で
あ
る
。

Ⅰ　
令
和
３
年
度
上
半
期
収
支
計
算
書

１　
事
業
活
動
収
入

　

事
業
活
動
収
入
の
約
半
分
を
占
め
る
会
費
収
入
は
、

37
％
の
収
入
率
で
あ
る
。
上
半
期
は
第
2
四
半
期
の

半
額
減
免
を
実
施
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

事
業
収
入
は
、
①
建
築
物
の
環
境
衛
生
に
関
す
る

事
業
収
入
の
収
入
率
33
％
、
②
犯
罪
の
防
止
・
治
安

の
維
持
の
向
上
に
関
す
る
も
の
29
％
、
③
建
築
設
備

機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
も
の
31
％
で
あ
る
。

感
染
症
対
策
か
ら
受
講
者
定
員
を
50
％
と
し
て
い
る

た
め
、
収
入
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
④
普
及
啓
発
・

活
用
に
関
す
る
事
業
収
入
は
８
％
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
フ
ェ
ア
が
開
催
中
止
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

収
益
等
そ
の
他
事
業
収
入
は
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事

業
が
中
止
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
が
下
半
期
事
業
の
た

め
、
収
入
率
45
％
で
あ
る
。

　

雑
収
入
は
２
２
５
％
。
ビ
ル
メ
ン
事
業
共
同
企
業

体
か
ら
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
村
業
務
に
関
す
る
事

務
手
数
料
、
約
1
７
０
０
万
円
の
支
給
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

　

以
上
、
事
業
活
動
収
入
計
は
、
予
算
額
3
億
１
６ 

８
４
万
円
に
対
し
て
、
収
入
額
が
1
億
２
９
７
４
万

円
、
41
％
の
収
入
率
で
あ
る
。

２　
事
業
活
動
支
出

（
１
）
事
業
費
支
出

　

①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業
費

支
出
計
は
、
調
査
研
究
に
関
す
る
報
告
書
の
印
刷
や

講
習
会
の
半
分
以
上
を
下
半
期
に
予
定
し
て
い
る
た

め
、
執
行
率
は
36
％
。
②
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維

持
に
関
す
る
も
の
は
、
警
備
員
教
本
等
の
印
刷
を
下

半
期
に
予
定
し
て
い
る
た
め
、
執
行
率
23
％
。
③
建

築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
も
の
は
、
大

阪
協
会
と
の
情
報
交
換
会
等
が
中
止
に
な
っ
た
た
め
、

執
行
率
25
％
。
④
普
及
啓
発
・
活
用
に
関
す
る
も
の

は
、
普
及
啓
発
と
活
用
の
事
業
費
支
出
の
う
ち
、
各

種
広
報
の
執
行
率
は
4
％
だ
が
、
下
半
期
に
こ
ど
も

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
を
予
定
し
て
い

る
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
事
業
は
中
止
の
た

め
9
％
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
普
及
啓
発
・
活
用
に
関

す
る
も
の
は
執
行
率
15
％
で
あ
る
。

　

収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費
支
出
で
あ
る
が
、
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
管
理
運
営
事
業
は
上
半
期
に
会

館
ト
イ
レ
工
事
等
の
大
型
工
事
を
実
施
し
た
た
め
、

執
行
率
69
％
。
表
彰
は
、
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
上

半
期
に
実
施
し
た
も
の
の
式
典
は
中
止
し
た
た
め
、

67
％
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
業
報
告
会
等
の
実
施
は
、

開
催
を
中
止
し
た
た
め
0
％
。
た
だ
、
下
半
期
に
記

念
誌
等
の
配
付
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
、

収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費
支
出
計
は
執
行
率
52
％
で

あ
る
。

（
２
）
管
理
費
支
出

　

①
総
会
開
催
費
支
出
は
、
94
％
の
執
行
率
で
あ
る
。

②
渉
外
費
支
出
は
執
行
率
２
％
だ
が
、
下
半
期
に
支
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出
を
予
定
。
③
諸
会
費
支
出
は
執
行
率
１
０
０
％
。

そ
の
他
は
お
お
む
ね
50
％
前
後
の
執
行
率
で
、
管
理

費
支
出
計
の
執
行
率
は
47
％
で
あ
る
。

　

以
上
の
結
果
、
事
業
活
動
支
出
計
は
、
予
算
額

3
億
７
８
８
８
万
円
に
対
し
、
執
行
額
は
、
1
億

４
８
８
９
万
円
で
、
39
％
の
執
行
率
で
あ
る
。

３　
事
業
活
動
収
支
差
額
等

　

事
業
活
動
収
支
差
額
は
、
１
９
１
５
万
円
の
マ
イ

ナ
ス
。

　

当
期
収
支
差
額
は
、
１
０
１
７
万
円
の
プ
ラ
ス
で
、

令
和
2
年
度
か
ら
の
繰
越
額
、
前
期
繰
越
収
支
差
額
、

1
億
２
３
１
５
万
円
を
加
え
た
3
年
度
10
月
へ
の
繰

越
額
、
次
期
繰
越
収
支
差
額
は
、
1
億
３
３
３
２
万

円
と
な
っ
た
。

Ⅱ　
令
和
3
年
度
上
半
期
正
味
財
産
増
減
計
算
書

　

正
味
財
産
期
末
残
高
は
11
億
１
０
９
５
万
円
で
、

前
期
末
よ
り
１
０
６
９
万
円
減
少
し
た
。

Ⅲ　
令
和
3
年
度
上
半
期
貸
借
対
照
表

　

資
産
合
計
は
11
億
９
３
２
４
万
円
、
負
債
合
計
は

８
２
３
０
万
円
。
差
引
き
一
般
正
味
財
産
残
高
11
憶

１
０
９
５
万
円
と
な
り
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書
の

正
味
財
産
残
高
と
一
致
す
る
。

Ⅳ　
令
和
3
年
度
上
半
期
正
味
財
産
増
減
計
算
書
内

訳
表

　

評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
は
、
公
1

か
ら
公
4
ま
で
全
て
マ
イ
ナ
ス
、
会
費
・
入
会
金
を

加
え
た
公
益
目
的
事
業
計
も
３
６
６
１
万
円
の
マ
イ

ナ
ス
で
、「
収
支
相
償
」
を
確
保
。

　

事
業
比
率
は
、
公
1
か
ら
公
4
の
小
計
が
60
・

6
％
と
な
り
、「
公
益
事
業
比
率
50
％
以
上
」
の
要
件

を
達
成
。

　

遊
休
財
産
保
有
限
度
額
に
つ
い
て
は
、
年
度
末
の

遊
休
財
産
が
限
度
額
を
超
え
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
、
単
年
度
の
超
過
を
も
っ
て

厳
し
い
措
置
が
下
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

【
令
和
３
年
度 

上
半
期
決
算
に
係
る
監
査
報
告
】

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　

 

坂
野
監
事

１
．
監
査
の
方
法

　
（
1
）
会
計
監
査
に
つ
い
て
は
、
伝
票
、
帳
簿
及
び

証
拠
書
類
を
精
査
し
、
計
算
書
類
の
正
確
性
を
検
討

し
た
。（
2
）
業
務
監
査
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
及
び

そ
の
他
の
会
議
に
出
席
し
、
理
事
の
業
務
報
告
の
聴

取
、
関
係
書
類
の
閲
覧
な
ど
、
必
要
と
思
わ
れ
る
監

査
手
続
を
行
い
、
業
務
執
行
の
妥
当
性
を
検
討
し
た
。

２
．
監
査
意
見

　
（
1
）
決
算
報
告
書
は
、
会
計
帳
簿
の
記
載
金
額
と

一
致
し
、
法
人
の
収
支
状
況
及
び
財
政
状
態
を
正
し

く
示
し
て
い
る
と
認
め
る
。（
2
）
理
事
の
職
務
執
行

に
関
す
る
不
正
の
行
為
並
び
に
法
令
及
び
定
款
に
違

反
す
る
事
実
は
な
い
と
認
め
る
。

（
イ
）
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
建
物
管
理
委
託
入

札
の
実
施

　

令
和
4
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
会
館
の
管
理
業
務
委
託
が
期
間
満
了
と
な
る
た
め
、

令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
の
管
理
業
務
に
つ
い
て
、

総
合
評
価
方
式
に
よ
る
入
札
を
実
施
す
る
。
落
札
者

の
決
定
は
令
和
４
年
１
月
下
旬
を
予
定
、
契
約
期
間

は
3
年
と
す
る
。

（
ウ
）
修
繕
計
画
に
基
づ
く
修
繕
工
事
の
実
施
報
告

　

会
館
ド
ラ
イ
エ
リ
ア
外
壁
一
部
修
繕
工
事
を
実
施

し
た
。
8
月
下
旬
に
ド
ラ
イ
エ
リ
ア
の
外
壁
の
一
部

が
落
下
し
た
。幸
い
人
的
・
物
的
被
害
は
な
か
っ
た
が
、

周
辺
の
調
査
・
撤
去
を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
っ
た

た
め
、
早
期
対
応
が
可
能
な
業
者
に
委
託
し
た
。
工

期
は
、
9
月
11
日
か
ら
9
月
28
日
。

イ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
島
田
委
員
長

（
ア
）
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
・
職
場
巡
視
の
ポ
イ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

安
全
担
当
者
が
よ
り
効
果
的
に
巡
回
指
導
が
で
き

る
よ
う
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
解
説

す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
11
月
19
日
に
開
催
す
る
。

（
イ
）
令
和
3
年
度 

労
働
安
全
衛
生
大
会
の
実
施
報
告

　

10
月
8
日
金
曜
日
14
時
か
ら
、
令
和
3
年
度
労
働

安
全
衛
生
大
会
を
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
2
階
・

3
階
で
開
催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
防
止
対
策
を
講
じ
て
の
実
施
と
な
っ
た
が
、
無

事
に
終
了
し
た
。
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永
田
久
雄
氏
の
講
演
で
は
、「
転
倒
災
害
防
止
」
に

つ
い
て
、
数
値
的
デ
ー
タ
や
動
画
な
ど
に
よ
る
分
か

り
や
す
い
解
説
が
あ
り
、
非
常
に
有
益
だ
っ
た
。
委

員
会
と
し
て
も
、
高
齢
者
の
転
倒
防
止
に
向
け
、
継

続
し
た
会
員
支
援
や
事
業
を
企
画
実
施
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

ウ　
広
報
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

第
15
回
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル 

東
京
地
区
応
募
作
品
の
審
査
結
果
報
告

　

全
国
協
会
主
催
の
こ
ど
も
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に

当
た
り
、
今
年
も
東
京
地
区
か
ら
の
応
募
作
品
に

つ
い
て
、
東
京
協
会
独
自
に
審
査
を
行
っ
た
。
例
年

よ
り
も
70
作
品
ほ
ど
多
い
１
１
４
１
作
品
の
応
募
が

あ
っ
た
。「
未
来
の
お
そ
う
じ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

第
1
次
審
査
で
は
、
小
学
校
の
美
術
教
諭
4
名
に

審
査
を
お
願
い
し
、
最
終
審
査
は
広
報
委
員
会
で

実
施
し
た
。

　

受
賞
者
に
は
、
後
日
表
彰
状
と
副
賞
を
お
送
り
す

る
。
ま
た
、
受
賞
作
品
は
、
令
和
4
年
カ
レ
ン
ダ
ー

の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
採
用
す
る
。
カ
レ
ン
ダ
ー
は
11

月
下
旬
頃
、
会
員
各
社
や
応
募
者
、
都
内
公
立
小
学

校
な
ど
に
お
送
り
す
る
。

エ　
警
備
防
災
委
員
会　
　
　
　
　
　
谷
川
委
員
長

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
安
全
管
理
対
策
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催

　

11
月
24
日
に
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
と
合
同

で
「
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の
安
全
管
理
対
策
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
す
る
。
今
年
、
都
内
で
二
酸
化
炭
素

消
火
設
備
が
意
図
し
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
作
動
す
る

事
故
が
連
続
し
て
発
生
、
複
数
の
死
傷
者
が
出
た
。

こ
れ
を
受
け
、
東
京
消
防
庁
か
ら
講
師
を
招
き
、
事

故
事
例
の
解
説
や
再
発
防
止
の
た
め
の
安
全
対
策
に

つ
い
て
お
話
を
伺
う
。

　

当
日
は
講
演
の
様
子
を
w
e
b
配
信
す
る
。

オ　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会　
　
　
今
井
委
員
長

Ｊ
Ｒ
東
日
本
ビ
ル
テ
ッ
ク
㈱
研
修
セ
ン
タ
ー
（
Ｆ
Ｍ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
見
学
会
の
実
施

　

11
月
30
日
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
ビ
ル
テ
ッ
ク
株
式
会
社

研
修
セ
ン
タ
ー
見
学
会
を
開
催
す
る
。こ
の
セ
ン
タ
ー

は
、
体
感
型
・
参
加
型
の
研
修
が
受
け
ら
れ
る
画
期

的
な
施
設
と
し
て
２
０
１
９
年
10
月
か
ら
稼
働
し
て

い
る
。
ビ
ル
に
あ
る
様
々
な
設
備
だ
け
で
な
く
、
現

場
で
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な
い
墜
落
・
感
電
等
の
労
災

に
つ
い
て
、
視
覚
・
聴
覚
で
体
感
で
き
る
Ｖ
Ｒ
設
備

な
ど
も
あ
る
。

カ　
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委
員
会　
工
藤
委
員
長

（
ア
）
第
41
回
全
国
障
害
者
技
能
競
技
大
会
へ
の
協

賛

　

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
全
国
大
会
と
し
て
知
ら
れ
る

全
国
障
害
者
技
能
競
技
大
会
だ
が
、
今
年
度
は
12
月

17
日
か
ら
20
日
ま
で
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催

さ
れ
る
。
主
催
団
体
の
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用
支
援
機
構
か
ら
こ
の
大
会
へ
の
協
賛

依
頼
が
あ
っ
た
た
め
、
協
賛
し
た
。

（
イ
）
企
業
見
学
会
の
実
施
報
告

　

10
月
6
日
に
日
本
空
港
テ
ク
ノ
株
式
会
社
の
企
業

見
学
会
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
16
名
。
委
員
会
委

員
が
実
際
に
障
が
い
の
あ
る
社
員
と
と
も
に
勤
務
し

て
い
る
羽
田
空
港
内
の
現
場
見
学
で
、
勤
務
風
景
だ

け
で
な
く
、
社
内
研
修
の
内
容
、
動
画
に
よ
る
作
業

手
順
書
の
作
成
事
例
も
紹
介
い
た
だ
き
、
有
意
義
で

あ
っ
た
。
参
加
者
か
ら
も
「
満
足
」
と
の
声
を
い
た

だ
い
た
。

⑷　
他
団
体
へ
の
派
遣
報
告　
　
　
高
橋
専
務
理
事

（
公
社
）
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会

　

こ
の
ほ
ど
、
全
国
協
会
を
通
じ
、
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
技
能
競
技
補
佐
員
と
し
て
６
名
の
派
遣
依
頼
が

あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
障
が
い
者
等
自
立
支
援
委

員
会
巡
回
指
導
小
委
員
会
の
委
員
６
名
を
推
薦
し
た
。

⑸　
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

令
和
3
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
活
動
報
告

　

会
長
ほ
か
6
名
の
業
務
執
行
理
事
の
今
年
度
上
半

期
の
活
動
に
つ
い
て
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財

団
法
人
に
関
す
る
法
律
第
91
条
第
2
項
及
び
当
協
会

定
款
第
24
条
第
５
項
に
基
づ
い
て
理
事
会
に
報
告
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■第 117回理事会

す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
一
部

行
事
が
中
止
に
追
い
込
ま
れ
る
な
ど
の
事
態
が
あ
っ

た
が
、
三
役
会
、
担
当
委
員
会
、
東
京
都
へ
の
予
算

要
望
活
動
な
ど
幅
広
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

⑹　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事
（
９
・
10
月
）

9
月
7
日　
　
　
　

第
１
１
６
回
理
事
会

9
月
9
日
～
28
日　

外
壁
工
事

9
月
12
日
～
28
日　

4
階
ト
イ
レ
工
事

9
月
28
日　
　
　
　

ビ
ル
メ
ン
事
業
共
同
企
業
体

　
　
　
　
　
　
　
　

感
謝
状
授
与
式

10
月
8
日　
　
　
　

労
働
安
全
衛
生
大
会

10
月
21
日　
　
　
　

東
京
都
警
備
業
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

創
立
50
周
年
記
念
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
（
野
口
副
会
長
出
席
）

10
月
27
日　
　
　
　

協
会
の
上
半
期
決
算
監
査

イ　
今
後
の
予
定

12
月
7
日　
　
　
　
　

三
役
会

令
和
4
年
1
月
12
日　

第
１
１
８
回
理
事
会
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
年
賀
詞
交
歓
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
１
社
、
賛
助
会
員
68
社

⑺　
そ
の
他　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
令
和
3
年
度 

認
定
職
業
訓
練
功
労
者
に
対
す
る

感
謝
状

　

認
定
職
業
訓
練
功
労
者
に
対
し
て
、
東
京
都
か
ら

本
協
会
の
講
師
２
名
に
対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈
が

決
定
さ
れ
た
。
都
知
事
感
謝
状
は
三
幸
株
式
会
社
の

小
林
享
様
、
東
京
都
産
業
労
働
局
長
感
謝
状
は
テ
ル

ウ
ェ
ル
東
日
本
株
式
会
社
の
大
島
眞
理
子
様
。
贈
呈

式
は
11
月
９
日
に
新
宿
で
実
施
さ
れ
る
。

イ　
令
和
3
年
度 

会
員
名
簿
の
発
行

　

令
和
3
年
10
月
に
協
会
会
員
名
簿
を
発
行
し
た
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
こ
と
が
詳
し
く
わ
か
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
１
つ
に
、
大
き
な
関
心
が
持
た
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
医
療
体
制
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、病
院
に
行
く
必
要
が
あ
る
頻
度
は
個
人
の
特
性
と
、

ど
れ
く
ら
い
関
わ
っ
て
い
る
の
か
等
、
ま
だ
ま
だ
わ
か
っ

て
い
る
こ
と
は
少
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、
仕
事
中
や
通
勤
途
上
で

事
故
に
遭
う
、
い
わ
ゆ
る
労
働
災
害
事
故
の
都
道
府
県
別

件
数
に
関
し
て
多
い
順
に
並
べ
れ
ば
、ど
の
県
が
上
位
か
、

下
位
は
ど
の
県
か
、
評
価
す
る
と
い
う
方
法
で
検
討
し
て

み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

地
域
分
析
に
意
味
が
あ
る
の
か

　

都
道
府
県
に
よ
っ
て
、
個
々
人
の
特
性
に
ど
の
よ
う
な

特
徴
が
み
ら
れ
る
か
、
都
道
府
県
デ
ー
タ
を
扱
う
こ
と
に

よ
っ
て
事
故
の
原
因
に
光
を
あ
て
ら
れ
る
、
か
も
し
れ
な

い
。
県
民
性
の
負
の
問
題
に
な
る
。

　

県
民
性
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の
点
で
も
地
域
分
析
に

は
意
味
が
あ
る
。
例
え
ば
、よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ビ
ル
メ
ン
業
の
官
公
庁
へ
の
依
存
度
は
地
域
に
よ
っ
て

大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

　

ま
た
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
医
療
体
制
に
地
域
格
差
が

あ
る
こ
と
も
コ
ロ
ナ
禍
で
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
重
症
対
策
を
と
る
べ
き
都
道
府
県
が
あ
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

都
道
府
県
別
デ
ー
タ
に
つ
い
て

　

全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
は
、
各
県
協
会
の
会
員

会
社
に
報
告
を
求
め
て
、
労
災
事
故
に
つ
い
て
の
都
道
府

県
別
デ
ー
タ
を
集
計
し
て
い
る
。
そ
の
２
０
１
７
年
数
値

を
分
析
し
て
み
よ
う
。

　

こ
の
デ
ー
タ
の
問
題
点
に
は
、
中
国
と
九
州
の
全
て
の

県
協
会
で
は
会
員
会
社
数
と
報
告
書
回
収
数
が
同
数
で

回
収
率
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
の
は
例
外
で
、
報
告
し

な
い
会
社
や
県
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
都
道
府
県
間
で

回
答
率
に
大
き
な
差
が
あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。　

　

そ
こ
で
、
埼
玉
、
山
梨
、
茨
城
、
栃
木
、
長
野
、
石

川
、
岐
阜
、
滋
賀
、
奈
良
、
和
歌
山
、
愛
媛
、
高
知
の
12

県
は
、
回
答
が
無
い
（
高
知
県
は
会
員
が
い
な
い
）、
事

故
報
告
数
が
10
件
未
満
の
２
つ
の
理
由
で
除
外
す
る
こ
と

に
す
る
。
残
り
35
都
道
府
県
を
分
析
の
対
象
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
方
法
は
統
計
処
理
の
常
道
で
あ
る
と
い
っ

て
も
、
報
告
件
数
が
少
な
い
と
い
う
現
象
は
何
ら
か
の
事

情
が
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
。
そ
の
結
果
、
事
故
件
数
が
少
な
い
県
の
ラ
ン
キ
ン
グ

に
は
多
少
の
欠
落
が
紛
れ
込
む
恐
れ
が
あ
る
。
労
災
事
故

優
良
の
ラ
ン
ク
上
位
県
は
信
頼
性
が
多
少
劣
る
の
で
留
意

し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

労
災
事
故
発
生
率
の
比
較

　

労
災
事
故
発
生
率
に
つ
い
て
は
、
２
つ
の
デ
ー
タ
が

作
れ
る
。
都
道
府
県
別
年
間
労
災
事
故
発
生
件
数
は
ビ
ル

メ
ン
協
会
の
デ
ー
タ
し
か
な
い
。
こ
れ
が
当
該
発
生
率
の

分
子
に
な
る
。
分
母
に
は
、
事
故
を
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
人
数
、
つ
ま
り
都
道
府
県
で
ビ
ル
メ
ン
業
に
従
事
す
る

人
の
数
を
持
っ
て
く
る
必
要
が
あ
る
が
、
適
切
な
デ
ー
タ

は
な
い
。

　

し
か
し
２
つ
の
選
択
肢
が
残
さ
れ
る
。
１
つ
は
ビ
ル
メ

ン
協
会
年
間
報
告
書
回
収
数
で
、
も
う
１
つ
は
『
経
済
セ

ン
サ
ス
−活
動
調
査 

事
業
所
に
関
す
る
集
計 

産
業
横
断

的
集
計e-Stat

』
で
あ
る
。

　

後
者
に
つ
い
て
は
、
更
に
各
県
の
従
業
員
の
う
ち
ビ
ル

メ
ン
業
に
従
事
す
る
人
数
の
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、
実
態
に

沿
っ
た
比
率
が
直
接
出
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
種

の
デ
ー
タ
は
存
在
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
後
掲
す
る

よ
う
に
実
際
に
統
計
分
析
し
て
み
れ
ば
、
結
果
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
な
く
て
も
、
本
稿
で
用
い
る
比
率

は
「
ほ
ぼ
使
え
る
」
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

ビ
ル
メ
ン
協
会
公
表
の
年
間
労
災
事
故
発
生
件
数
を

年
間
報
告
書
回
収
数
で
割
り
、
労
災
事
故
発
生
率
（
ビ
ル

メ
ン
協
会
）
と
呼
ぼ
う
。
も
う
1
つ
は
同
件
数
を
『
平
成

28
年
経
済
セ
ン
サ
ス
−活
動
調
査 

事
業
所
に
関
す
る
集

計 

産
業
横
断
的
集
計e-Stat

』
か
ら
得
ら
れ
た
従
業
者

数
で
割
り
、１
０
０
０
人
当
た
り
労
災
発
生
率
と
呼
ぼ
う
。

両
者
を
散
布
図
に
描
い
て
み
る
と
、
２
つ
の
比
率
は
ほ
ぼ

比
例
し
て
い
る
。

文
　
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
・

　
　
　
ビ
ル
メ
ン
会
社
元
監
査
役
　
辰
巳
憲
一

読
者
投
稿

ビ
ル
メ
ン
業
に

お
け
る

都
道
府
県
別

労
災
事
故～

気
を
付
け
て

　
　
　
く
だ
さ
い
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そ
の
他
の
県
で
特
徴
的
な
の
は
次
の
２
つ
だ
。
も
っ
と

も
右
上
の
岩
手
県
は
ど
ち
ら
の
比
率
も
高
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
発
生
率
は
高
く
て
も
後
述
の
よ
う
に
軽
傷
比
率
は

高
い
。
も
っ
と
も
左
下
に
位
置
す
る
大
分
県
は
ど
ち
ら
の

比
率
も
低
い
。
し
か
し
、
発
生
率
は
低
く
て
も
後
述
の

よ
う
に
重
篤
比
率
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
軽
傷

比
率
や
重
篤
比
率
を
計
算
し
て
リ
ス
ト
す
る
意
味
は
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。

都
道
府
県
ラ
ン
キ
ン
グ
を

リ
ス
ト
し
て
み
よ
う

　

ビ
ル
メ
ン
業
労
災
事
故
の
都
道
府
県
別
分
析
を
具
体
的

に
進
め
て
い
こ
う
。
こ
の
よ
う
な
分
析
は
県
民
性
の
分
析

と
結
び
付
く
か
も
し
れ
な
い
。
県
民
性
の
違
い
を
も
た
ら

す
歴
史
的
背
景
は
各
県
ご
と
に
大
き
く
異
な
る
が
、
県
民

性
を
作
り
出
し
て
い
る
主
要
な
要
因
と
し
て
は
風
土
が

挙
げ
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
も
っ
と
具
体
的
に
、
地
形
や

気
候
、
人
口
、
産
業
と
い
っ
た
も
の
を
原
因
と
し
て
挙
げ

る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
な
お
、
県
民
性
に
つ
い
て
の
以
下

の
記
述
は
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
を
参
照
し
て
い
る
。

　

ビ
ル
メ
ン
協
会
の
事
故
報
告
で
は
、
休
業
日
数
別
頻
度

も
公
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
使
っ
て
、
全
事
故
数
に

占
め
る
重
篤
比
率
と
軽
傷
比
率
を
計
算
し
て
み
た
。
重
篤

比
率
に
は
31
日
以
上
の
休
業
と
死
亡
を
含
む
。
軽
傷
比
率

と
は
、
た
と
え
事
故
と
な
っ
て
も
比

較
的
軽
傷
で
済
み
、
休
業
な
し
、
あ

る
い
は
３
日
以
内
の
休
業
で
済
む
場

合
の
比
率
と
し
た
。

労
災
事
故
発
生
率
の
高
い
都

道
府
県
は

　

労
災
事
故
発
生
率
、
重
篤
比
率
と

軽
傷
比
率
の
い
ず
れ
か
が
高
い
上
位

８
都
道
府
県
を
、
図
表
２
に
あ
げ
て

み
た
。
ま
ず
労
災
事
故
発
生
率
で
あ

る
が
、
労
災
事
故
発
生
率
が
高
い
県

は
北
に
偏
り
、
低
い
県
は
南
に
偏
る

（
図
表
３
）、
こ
と
が
わ
か
る
。
例
外

は
沖
縄
県
で
あ
る
。

　

沖
縄
県
は
、
労
災
事
故
発
生
率
と

高
齢
者
の
事
故
率
は
高
い
。
労
災
事

故
発
生
率
の
高
い
岩
手
県
で
あ
る
が
、

事
故
の
多
く
は
軽
傷
で
あ
る
。

　

次
に
、
労
災
事
故
発
生
率
、
重
篤

　

図
表
１
中
の
右
下
３
つ
の
点
で
あ
る
東
京
都
、
神
奈
川

県
、
大
阪
府
は
ビ
ル
メ
ン
協
会
で
の
事
故
報
告
数
は
著
し

く
多
い
。
こ
れ
ら
の
３
都
府
県
は
大
都
市
圏
で
例
外
的
に

処
理
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
都
会
の
狭
隘
な

現
場
と
な
る
た
め
事
故
が
多
く
な
る
、
と
い
う
理
由
が

ま
ず
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
後
掲
の
よ
う
に
、
東
京
都
と

神
奈
川
県
は
事
故
が
多
い
（
そ
し
て
後
述
の
よ
う
に
軽
傷

比
率
が
高
い
）。

　

こ
れ
ら
大
都
市
３
都
府
県
を
除
く
と
、
各
県
就
業
者
の

う
ち
ビ
ル
メ
ン
業
に
就
い
て
い
る
従
業
員
数
は
多
少
の
差

は
あ
る
が
、
２
つ
の
比
率
は
日
本
全
体
と
し
て
ほ
ぼ
比
例

し
て
い
る
こ
と
が
図
表
１
か
ら
推
測
で
き
る
。　

読 者 投 稿

図表 1　労災事故発生率の比較

注）全国ビルメン協会データなどから筆者作成

（％）

（％）

10
00

人
当

た
り

労
災

事
故

発
生

率

労災事故発生率（ビルメン協会）

図表２　労災事故発生率、重篤比率、軽傷比率の高い都道府県（2017 年）

注）全国ビルメン協会データから筆者作成。** は大都市圏で例外的であることを示す。＊は 10 件
を少し上回る程度の小サンプルを示す。カッコ内は事故総数（分母）に占める各該当事故数（分子）。

労災事故発生率の
高い都府県

重篤比率の
高い都府県

軽傷比率の
高い都府県

1 東京都 ** 徳島県 (9/15) 島根県 (25/32)
2 岩手県 大分県＊ (6/11) 神奈川県 ** (28/43)
3 神奈川県 ** 京都府＊ (4/10) 群馬県 (18/28)
4 新潟県 香川県＊ (4/11) 鳥取県 (11/18)
5 青森県 千葉県 (17/49) 鹿児島県 (14/23)
6 大阪府 ** 秋田県 (8/24) 東京都 ** (24/40)
7 沖縄県 兵庫県 (12/82) 岩手県 (32/54)
8 島根県 三重県 (5/16) 広島県 (45/82)

図表３　労災発生率、重篤比率、軽傷比率の低い都道府県（2017 年）

注）全国ビルメン協会データから筆者作成。** は大都市圏で例外的であることを示す。＊は 10 件
を少し上回る程度の小サンプルを示す。カッコ内は事故総数（分母）に占める各該当事故数（分子）。

労災事故発生率の
低い都府県

重篤比率の
低い都府県

軽傷比率の
低い都府県

1 大分県 岡山県 佐賀県
2 佐賀県 福井県 長崎県
3 長崎県 群馬県 徳島県
4 香川県 鳥取県 大分県＊（6/11）
5 鹿児島県 愛知県 山形県
6 千葉県 島根県 香川県＊（4/11）
7 福井県 東京都 ** 千葉県
8 徳島県 青森県 熊本県
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比
率
と
軽
傷
比
率
の
低
い
上
位
８
都
道
府
県
を
図
表
３
に

挙
げ
て
み
る
。
労
災
事
故
発
生
率
が
低
い
都
府
県
に
は

九
州
、
四
国
が
並
ぶ
。
大
分
県
、
佐
賀
県
と
香
川
県
（
さ

ら
に
は
千
葉
県
も
）
は
、
発
生
率
が
低
く
て
も
、
重
篤
比

率
は
高
く
、
軽
傷
比
率
が
低
い
。

重
篤
比
率
と
軽
傷
比
率
の
高
い
都
道
府
県
は

　

重
篤
比
率
と
軽
傷
比
率
が
と
も
に
高
い
、
あ
る
い
は

と
も
に
低
い
都
道
府
県
は
サ
ン
プ
ル
の
な
か
で
は
無
い
。

具
体
的
に
み
て
み
れ
ば
、
群
馬
県
民
は
慎
重
で
あ
る
ら

し
く
、
重
篤
な
事
故
は
少
な
く
、
軽
微
な
事
故
が
多
い
。

合
理
的
と
評
さ
れ
る
岡
山
県
は
（
軽
傷
比
率
は
全
国
平
均

に
近
く
）
重
篤
比
率
が
低
い
。

高
齢
者
事
故
の
実
際

　

既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
労
災
事
故
は
高
齢
者
に

多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
の
多
い
県
で
は
高
齢
者
の

絶
対
数
が
多
く
、
高
齢
就
業
者
も
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
事
故

も
多
く
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
避
け
る

た
め
に
比
率
に
し
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
処
理
を
行
う
。

　

ビ
ル
メ
ン
協
会
公
表
の
65
歳
以
上
死
傷
者
数
を
各
県
従

業
者
数
（
全
業
種
）
で
割
り
、
65
歳
以
上
死
傷
者
比
率
を

出
し
た
後
、
10
万
人
当
た
り
の
数
値
に
計
算
し
直
す
。
こ

う
し
て
作
っ
た
図
表
４
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
第
一
位

の
福
岡
県
は
、
10
万
人
当
た
り
3
・
67
人
の
高
齢
者
が
事

故
に
遭
遇
し
て
い
る
。

　

特
徴
的
な
点
は
、
該
当
す
る
府
県
は
北
（
北
海
道
、
岩

手
県
。
比
率
が
低
い
の
は
青
森
県
）
か
ら
南
（
徳
島
県
。

比
率
が
低
い
の
は
鹿
児
島
県
）
ま
で
全
国
に
渡
っ
て
い
る

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
高
齢
者
事
故
に
気
候
が
係
わ
ら

な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
高
齢
者
の

体
力
や
反
応
力
の
衰
え
が
事
故
の
主
た
る
原
因
で
あ
る
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
人
口
構
成
を
も
た
ら
す
理
由
が
係
わ
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
該
当
県
が
65
歳
以
上
の
人
の

住
み
や
す
い
環
境
か
ど
う
か
が
係
わ
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
な
県
で
は
、
高
齢
者
数
の
構
成
が
増
え
、
事
故

率
は
下
が
る
。
リ
ス
ト
さ
れ
た
都
府
県
が
そ
れ
に
該
当
す

る
か
は
、
不
確
か
で
あ
る
。

　

高
齢
者
事
故
率
の
高
い
上
位
３
県
で
あ
る
、
福
岡
県
、

北
海
道
、
富
山
県
は
、
こ
れ
ま
で
掲
載
し
た
都
道
府
県

ラ
ン
キ
ン
グ
に
現
れ
て
い
な
い
、
新
顔
で
あ
る
。
富
山
県

民
は
勤
勉
で
忍
耐
強
い
と
言
わ
れ
て
い
て
も
、
高
齢
者
の

事
故
率
は
高
い
。
広
島
県
民
も
同
様
だ
。
青
森
県
民
は
、

労
災
事
故
発
生
率
が
高
く
て
も
、高
齢
者
事
故
率
は
低
い
。

得
ら
れ
た
結
果
は
役
立
つ
情
報
か
～
ま
と
め

　

重
症
者
の
地
域
分
布
の
実
態
と
医
療
体
制
の
地
域
格
差

が
違
っ
て
い
る
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
こ
の
結
論
の
意
義
は
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　

労
災
事
故
が
少
な
い
の
は
南
の
県
で
、
北
は
多
少
多
い

よ
う
に
見
れ
る
。労
災
事
故
は
気
候
に
影
響
さ
れ
て
い
る
、

と
い
う
点
が
都
道
府
県
デ
ー
タ
か
ら
も
見
え
た
の
は
印
象

的
で
あ
る
。
寒
い
地
方
で
は
長
い
睡
眠
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
耗
を
補
っ
て
い
る
な
ど
の
分
析
が
既
に
あ
る
が
、
原
因

を
更
に
絞
り
込
む
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
人
口
当
た
り

医
師
や
診
療
所
の
数
は
北
日
本
で
少
な
い
（
西
高
東
低
と

表
現
さ
れ
る
）。
国
勢
調
査
に
よ
る
と
北
日
本
は
人
口
減

が
南
日
本
よ
り
進
み
つ
つ
あ
る
。
ま
さ
か
人
口
減
を
見
越

し
て
医
療
体
制
を
控
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う

が
、
施
策
関
係
者
に
は
大
き
な
課
題
が
突
き
付
け
ら
れ
て

い
る
。

　

県
民
性
は
、
納
得
で
き
る
点
が
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
が
、
普
遍
的
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
例

え
ば
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
静
岡
県
、
山
口
県
、
宮
崎
県

は
こ
れ
ら
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
顔
を
出
さ
ず
、
平
均
的
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
故
が
多
く
な
る
、
重
症
に
な
る

理
由
に
は
様
々
の
要
因
が
係
わ
る
。
こ
の
こ
と
を
解
明
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。行
動
や
考
え
方
の
違
い
を
調
べ
、

事
故
を
防
ぐ
方
法
を
地
域
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

読 者 投 稿

高齢者事故率の
高い都道府県

10 万人当たり
人数（同左の）

高齢者事故率の
低い都道府県

10 万人当たり
人数（同左の）

1 福岡県 3.67 東京都 ** 0.09
2 北海道 3.23 長崎県 0.37
3 富山県 3.17 鹿児島県 0.45
4 島根県 3.10 京都府 0.52
5 沖縄県 2.71 兵庫県 0.54
6 徳島県 2.65 青森県 0.60
7 岩手県 2.28 神奈川県 ** 0.78
8 広島県 2.23 山形県 0.84

図表４　高齢者事故が突出する都道府県（2017 年）

注）全国ビルメン協会データから筆者作成。
　　** は大都市圏で例外的であることを示す。
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環境関連情報

３Ｅエネルギー
エコノミー
エコロジー

レポート
情報提供

No.48

一般社団法人資源エネルギー研究協会は、国がおこなう省エネ相談の窓口として認定されました。
無料診断からよろず相談をさせて頂きます、お気軽にお声掛け下さい。必ずやご期待にお応え致します。

10
・
16	

「
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
」
衆
院
選
候

補
者
擁
立
を
断
念

10
・
17	

岸
田
首
相
が
福
島
第
一
原
発
の
廃

炉
状
況
を
視
察

10
・
18	

政
府
が
原
油
高
を
受
け
主
要
産
油

国
に
増
産
要
請
へ　

10
・
19	

第
49
回
衆
院
選
が
公
示
さ
れ
、１
０

５
１
人
が
立
候
補

10
・
20	

阿
蘇
山
で
噴
火
発
生　

警
戒
レ
ベ

ル
を
「
3
」
に
引
き
上
げ

10
・
21	

1
都
3
県
が
飲
食
店
に
対
す
る
営

業
時
間
短
縮
や
酒
類
提
供
制
限
を

25
日
で
解
除
決
定

10
・
22	

U
S
J
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

が
停
電
の
影
響
に
よ
り
頂
上
付
近

で
停
止

10
・
23	

山
手
線
渋
谷
駅
ホ
ー
ム
工
事
で
一

部
の
区
間
が
2
日
間
運
休　

54
万

人
に
影
響
見
込
み

10
・
24	

参
院
補
欠
選
挙
で
山
口
・
自
民
党
、

静
岡
・
立
憲
民
主
と
国
民
民
主
推

薦
の
候
補
者
が
当
選

10
・
25	

東
京
都
な
ど
の
営
業
時
間
短
縮
、
酒

類
提
供
制
限
の
要
請
が
全
面
解
除

10
・
26	

秋
篠
宮
家
の
長
女
眞
子
さ
ま
と
小

室
圭
さ
ん
が
結
婚

10
・
27	

東
京
証
券
取
引
所
が
取
引
時
間
30

分
延
長
を
発
表

10
・
28	
米Facebook

が
社
名
をM

eta

に

変
更

10
・
29	

国
土
交
通
省
が
タ
ク
シ
ー
相
乗
り

を
11
月
１
日
か
ら
全
国
で
解
禁
す

る
と
発
表

10
・
30	

Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
が
イ
タ
リ
ア
の
首

都
ロ
ー
マ
で
開
幕	

10
・
31	

第
49
回
衆
議
院
選
挙
で
自
民
党
が

2
6
1
議
席
を
確
保

11
・
1	

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
26

回
締
約
国
会
議(

Ｃ
Ｏ
Ｐ
26)

が
英
国

で
開
幕

11
・
2	

立
憲
民
主
党
の
枝
野
幸
男
代
表
が

辞
任
を
表
明

11
・
3	

岸
田
文
雄
首
相
が
バ
イ
デ
ン
米
大

統
領
と
対
面
会
談

11
・
4	

自
民
党
幹
事
長
に
茂
木
敏
充
前
外

相
が
就
任

11
・
5	

C
O
P
26
で
46
カ
国
・
地
域
が

「
脱
石
炭
」
で
合
意　

日
米
中
は

不
参
加

11
・
6	

米
議
会
下
院
が
総
額
１
兆
ド
ル
規

模
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
法
案
を
可
決

11
・
7	

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
入
国
制

限
を
大
幅
に
緩
和　

留
学
生
ら
の

新
規
入
国
を
容
認

11
・
8	

九
州
新
幹
線
、
車
内
に
放
火
未
遂
容
疑

69
歳
男
逮
捕
、
京
王
線
事
件
模
倣
か

11
・
9	

占
い
師
の
細
木
数
子
さ
ん
が
死
去

（
83
歳
）

11
・
10	

作
家
で
僧
侶
の
瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん

が
死
去
（
99
歳
）

11
・
11	

港
区
が
電
力
を
１
０
０
％
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
普
及
促
進

策
「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
再
エ
ネ
１
０
０
」

を
ス
タ
ー
ト	

11
・
12	

中
国
「
独
身
の
日
」
ア
リ
バ
バ
の
取
引

額
９
兆
６
千
億
円
で
過
去
最
高
を
更
新

●環境省が「再エネ促進区域」制度、
　許認可などワンストップに
　市町村は、改正温暖化対策法により温暖化対策実行計画の策定
が義務付けられ、その中で「再エネ導入量の目標」と「再エネ促進
区域」を設定する。民間事業者は再エネ事業計画を市町村に申請
し、その計画が市町村から認定された場合、許認可手続きなどに関
し、市町村を窓口にワンストップで進められるなどの特例措置が受
けられる。　市町村による再エネ事業計画の「認定」基準は、温
暖化対策実行計画に沿っていることに加え、「地域の環境保全」「経
済・社会の持続的な発展」への貢献が要件となる。
　「再エネ促進区域」の設定は、「ポジティブゾーニング」と呼ばれ、
ここ数年、市町村が条例で再エネ抑制区域を設定するケースが増え
ている中、逆に「再エネを推進する区域」を設定して、積極的に再
エネの新規開発を促す狙いがある。環境省は、再エネ事業が認定
される例として「地域課題解決」「地域経済」「防災」への貢献など
を示し、類型化していく方向性を示した。「環境展望台」

●小池都知事、太陽光発電「新築住宅へ
の設置義務化を検討」

　東京都の小池知事は、都内で新築する住宅に太陽光発電設備の
設置を義務づけることを検討する意向を明らかにした。義務づける
建物の規模や面積、制度の開始時期などを、今後専門家らの意見
を聞きながら議論する。政府は2030 年に新築戸建て住宅の 6割
に太陽光発電設備を設置する目標を設ける方針を示している。都内
での再生可能エネルギーの普及に向け、踏み込んだ対応を探る。
所信表明で「一定の新築建築物に太陽光発電の設置を義務づける、
都独自の制度の導入に向けた検討を開始する」と述べた。太陽光発
電設備の導入に適用できる補助金などの支援策も検討するという。
都は都内の使用電力に占める再生可能エネルギー電力の割合を30
年までに50%に高める目標を掲げている。都は現在、住宅に太陽
光で発電した電気を蓄える蓄電池を設置する際、機器費用の半額（上
限 42万円）を補助する制度を導入している。
「環境ビジネス」
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2021.12  Network Tokyo 30雨天日の通勤、帰宅、要注意！　路面スリップ　1 段１歩踏みしめて‼

経営等に関するさまざまな相談を受け付けております。　TEL. 03（3805)7555 まで

■相談員のご紹介（五十音順）

●石井 泰幸 氏
　税理士

●江村 利明 氏
　弁護士

●金丸 大二 氏
　特定社会保険労務士
　就業規則、給与計算等

●北山 克己 氏
　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士
　ビル清掃、病院清掃など清掃全般

●坂 康夫 氏
　技術士
　経営工学・品質管理

●富永 雄次 氏
　１級電気工事施工管理技士
　建築物環境衛生管理技術者
　１級ビル設備管理技能士
　ビル設備管理業務全般

●中辻 一裕 氏
　中小企業診断士
　POP広告、経営、
　マーケティング・コンサルティング

文：相談員　中小企業診断士　中辻 一裕

な ん で も  相 談 コ ー ナ ー

　今回も行動経済学のお話で、面白い実話を取り
上げます。
　2015 年にノーベル経済学賞を受賞された、行動
経済学のパイオニアの一人である、リチャード・
セイラー教授の著書 『行動経済学の逆襲』（早川書
房）にある、エピソードです。
　セイラー教授が初めて大学で経済学のクラスを
持った時の実話だそうです。米国でも、もちろん
ですが、日本と同じようにペーパーテストがあり
ます。セイラー先生が、（張り切って？）実施した
1 回目のテストの平均点が 72 点で、学生から大ブー
イングが起きたそうです。「低すぎる」＝難しすぎ
る、ということです。一般的に、米国の成績は A
～ F までで表されて、それぞれの比率が決まって
います。つまり、相対評価なので、平均点は成績
には直接関係ないのです。
　職を得た（コーネル大学だと思います）ばかりの
セイラー先生は、理不尽な抗議に戸惑うとともに
考えました。「せっかく得た職場を失うわけにはい
かない。相対評価の枠組みを壊さずに、学生たち
のクレームをおさめる手は無いか？」
　そこで悩んだ末に考え出したのが、満点を 137
点にする方法でした。これで実施してみると、平
均点が 96 点になったそうです。100 点満点で換

算すると、約 70 点になります。これは、前回の試
験よりも難しかったことを意味しているのですが、
学生たちは大喜びだったそうです。
　137 点にした理由は、平均点が 90 点台に乗るよ
うにしたかったこと、もう一つは暗算では 100 点
に換算するのが難しいからだそうです。さすがで
すね。
　相手は、経済学を学ぼうという一流大学の学生
です。こんな簡単なトリック（騙し）に引っかかる
とは思えませんが、137 点満点にして以降、苦情
は来なくなったそうです。もちろん、相対評価を
変えていないことは学生たちに明言しています。
　リチャード・セイラー教授が人間の行動は理不
尽だと思うようになったことの、一つのきっかけ
であったのだろうと思います。
　例えば会社の人事評価にしても、評価の点数を
被評価者に伝えるのであれば、100 点満点にする
必要はないのかもしれません。

マーケティングの新しい考え方

満点は何点？
行動経済学⑬
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詳細は当協会事務局（03-3805-7555)　小林、松丸までご連絡ください

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

▲

おすすめ
製      品
コーナー ecommended roducts

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

製品情報募集（掲載料無料）

抗菌タイプ水性塗料

オーブ・テック株式会社　TEL：048-458-3481　URL：https://www.orbtech.co.jp

トップコートA抗菌タイプ

抗菌製品技術協議会のSIAAマークを取得した水性塗料
「トップコートA抗菌タイプ」は、本革・金属・石材・
樹脂・木材など幅広い建材に使用でき、初期施工から
持続抗菌性（塗料が残っている場合２〜５年）が作用し、
安全・安心な環境を維持することができます。

塗るだけで抗菌！
室内外のほとんどの
素材に塗布可能

種　　　類 アクリル樹脂製
成　　　分 アクリル共重合体分散剤、ビニール

共重合体、樹脂溶液、ジエチレン、
グリコール、モノメチル、エーテル、
ガラス成分（銀イオン・亜鉛イオン・
銅イオン含有）

液　　　性 弱アルカリ性　ph8.1 〜 8.4
標準使用量 約 100㎡ /1L　約 400㎡ /4L　

※素材によって変動します。

1.	 塗布する面のごみ・汚れ・土砂等を除去する。
2.	汚れが取れなかった場合、スペースショット「万能環境クリーナー」で表面洗浄してから
塗布。

3.	「トップコートA抗菌タイプ」を振ってからムラ無く均一に塗布する。
4.	塗布の際、ウエス・刷毛・ローラーは、常に奇麗なものを使用。
5.	金属は 2 度塗り、それ以外の素材は一層で OK。
6.	自然乾燥またはドライヤー等も使用可。
7.	 黄変しないので、剥離不要。但し、艶が無くなり磨耗したら、その都度洗浄後1回塗布。

使用方法

トップコートA抗菌タイプ
4L/1L/100ml/50ml

ドアノブ 便座 スマートフォン・タブレット イス・テーブル・什器備品 エスカレーターのベルトエレベータのボタン・ステンレス
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12
2021

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
28 29 30 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

※11月15日現在で開催
する予定の講習会の
み掲載しております。

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期
に

つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急
遽
中

止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。

　
そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連
絡

致
し
ま
す
。
事
前
に
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
の
申
込
方
法
に
つ
い
て

　
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各
講
習
会
の

ペ
ー
ジ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
専
用
申
込
フ
ォ
ー

ム
を
申
込
開
始
時
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
わ
る

講
習
会
対
応
に
つ
い
て

◉

◉現任警備員業
務別教育
　(1号）講習

◉現任警備員業
務別教育
　(2号）講習

◉現任警備員業
務別教育
　(1号）講習

◉現任警備員業
務別教育
　(1号）講習

◉設備管理
　責任者講習

◉現任警備員業
務別教育
　(1号）講習

2月分講習会
情報公開日(HP)

◉新任警備員教育
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1
2022

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
26 27 28 29 30 31 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

 23  24 25 26 27 28 29

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時頃

30 31

３
．
受
講
さ
れ
る
皆
様
へ
の
お
願
い 

●�

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●��

感
染
症
予
防
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
た

め
、
会
場
に
マ
ス
ク
を
ご
持
参
、
ご

着
用
く
だ
さ
い
。

●��

会
場
で
は
、
手
洗
い
や
消
毒
液
を
使

用
す
る
な
ど
一
般
的
な
感
染
症
対
策

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　
な
お
、
体
調
不
良
、
発
熱
な
ど
の
症
状

が
あ
る
方
は
、
日
程
等
の
変
更
も
承
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◉シーケンスの
読み方と実習

◉空調設備の
　自動制御

◉現任警備員
　基本教育講習
◉リスク
　アセスメント
　講習

◉現任警備員
　基本教育講習

◉現任警備員
　基本教育講習

3月分講習会
情報公開日(HP)

◉新任警備員教育

◉低圧電気取扱者安全衛生特別教育
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FROM

協
会
か
ら
の

ご
案
内
済
み
一
覧

MAIL

広報委員会　STAFF

■委員長

■委　員

吉　澤　　幸　夫

奥 出　 隆 之

大 嶋　 直 樹

里 見　 貴 弘

鈴 木　 英 司

中 嶋　 徹 治

広報　第587号

令和3年12月号

電　話　03-3805-7555（代）
ＦＡＸ　03-3805-7550

吉澤　幸夫

公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会
〒116-0013
東京都荒川区西日暮里5-12-5　ビルメンテナンス会館

編集・制作：広報委員会

発行人：佐々木浩二
編集人：

委員以下五十音順

編
集
後
記

10
月
18
日

【	
協　

会	

】

	

・
「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
・
職
場
巡
視
の
ポ
イ
ン
ト
」

セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

	

・	

労
働
安
全
衛
生
大
会
グ
ッ
ズ	

『
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
防
水
ケ
ー
ス
』

	

・
労
働
安
全
衛
生
標
語
金
賞
ポ
ス
タ
ー

【
そ
の
他
団
体
】

	

・
ビ
ル
管
理	

面
接
会
の
ご
案
内

（
都
立
高
年
齢
者
校	
ビ
ル
管
理
科
）

11
月
4
日

【	

協　

会	

】

	

・
「
広
報
誌
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」
発
行

（
2
0
2
1
年
11
月
号
）

	

・
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
建
物
管
理
業
務
委
託
入
札

の
お
知
ら
せ

	

・
二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
の

安
全
管
理
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

	

・
第
56
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会	特

別
招
待
募
集
の
ご
案
内

【
そ
の
他
団
体
】

	

・
省
エ
ネ
型
換
気
・
空
調
設
備
導
入
支
援
事
業

（
東
京
都
環
境
局
）

　

先
日
、「
小
型
車
両
系
建
設
機
械
運
転
業
務
特
別
教
育
講
習
」

を
長
野
県
上
高
井
郡
小
布
施
町
で
受
講
し
修
了
証
を
取
得
し
た
。

　

以
前
の
編
集
後
記
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
採
り
上
げ
た
が
、
関
連

す
る
テ
レ
ビ
番
組
で
災
害
復
旧
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
に
奔
走

す
る
お
坊
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。
台
風
や

大
雨
等
に
よ
り
土
砂
で
埋
も
れ
た
住
宅
の
復
旧
支
援
の
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
今
年
発
生
し
た
熱
海
の
土
石
流

被
災
地
に
も
駆
け
つ
け
て
大
活
躍
し
た
と
の
こ
と
。

　

な
ぜ
重
機
講
習
か
と
い
え
ば
、
被
災
地
で
は
ユ
ン
ボ
な
ど

の
重
機
は
人
力
に
比
べ
て
１
０
０
倍
も
の
作
業
が
で
き
る
の

に
、
操
作
す
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
ら
し

い
。
被
災
地
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
重

機
を
安
全
に
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
復
旧
速
度
が
飛
躍
的
に

高
ま
る
、
ま
ず
は
講
習
修
了
者
の
人
数
を
増
や
す
こ
と
が
重
要

で
、
そ
の
為
の
取
り
組
み
と
い
う
こ
と
だ
。

　

こ
の
講
習
会
は
一
般
的
に
は
重
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
開
催
す

る
も
の
で
座
学
が
主
で
、
ま
ぁ
特
に
楽
し
い
も
の
で
は
無
い
し
、

受
講
者
数
に
対
し
て
重
機
台
数
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
実
技
も

自
分
で
操
作
す
る
時
間
は
ほ
と
ん
ど
と
れ
な
い
ら
し
い
。

　

こ
の
団
体
が
主
催
す
る
講
習
会
は
全
く
違
っ
て
、
座
学
も

実
技
も
と
に
か
く
楽
し
い
。
特
に
実
技
は
重
機
が
多
く
用
意
し

て
あ
る
の
で
、
た
く
さ
ん
乗
れ
る
。

　

講
師
陣
も
皆
若
く
、
キ
ッ
チ
リ
真
面
目
な
部
分
と
仲
間
ク
ル
ー

の
お
も
し
ろ
体
験
談
な
ど
ユ
ル
さ
を
使
い
分
け
て
い
て
教
え
方

が
と
て
も
う
ま
い
。

　

そ
し
て
最
大
の
特
徴
は
、
受
講
後
、
サ
ブ
ス
ク
登
録
に
よ
り
、

定
期
に
開
催
さ
れ
る
練
習
会
に
参
加
で
き
る
こ
と
。
重
機
に

さ
わ
る
機
会
が
定
期
的
に
あ
る
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に

実
際
に
活
用
で
き
る
可
能
性
が
広
が
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
こ
で

は
詳
細
は
伝
え
き
れ
な
い
が
、
重
機
講
習
以
外
に
も
様
々
な
災
害

復
興
支
援
に
役
立
つ
教
育
や
ア
イ
テ
ム
を
取
り
扱
っ
て
い
る
の
で
、

興
味
が
わ
い
た
方
は
「
重
機
講
習
会
」
な
ど
で
是
非
グ
グ
ッ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

私
も
早
速
サ
ブ
ス
ク
申
し
込
ん
で
２
ヶ
月
に
１
回
く
ら
い
は
、

温
泉
・
観
光
か
ね
て
練
習
に
行
く
つ
も
り
で
、
そ
し
て
次
の
ス
テ

ッ
プ
、大
人
の
リ
ア
ル
Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
、解
体
講
習
会
（
先

端
の
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
を
ハ
サ
ミ
に
し
た
ユ
ン
ボ
の
操
作
）
も
申

込
済
な
の
で
、
ホ
ッ
て
、
ツ
カ
ん
で
、
さ
ら
に
練
習
が
楽
し
み
に
。

　

名
産
の
栗
も
お
い
し
い
小
布
施
町
へ
皆
さ
ん
も
是
非
ど
う
ぞ
。

株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ	

鈴
木
英
司
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告　知　板 2021.12　Vol.587

会員はもちろん、一般の方々からも投稿作品を募集します。

（公社）東京ビルメンテナンス協会  広報委員会

募
集
内
容

● 日常生活の中で感じた事、面白いと思った事を、川柳や俳句や短歌にして。
   （ 応募は本名でお願いしますが、掲載時には匿名も可能です ）

● エッセイ、小説などの文章作品。（1回掲載分1,500文字位でお願いします）
● ビル（外観）や街の風景などを写真に撮って、その時のエピソードと共に。
● おすすめの本、店の紹介を写真と文章で。

締切はありません。いつでもご応募ください。掲載された方には委員会規定の謝礼を差し上げます。

■応募方法
　「広報誌投稿原稿」であることを明記して、以下のメールアドレスまでＥメールにてお送りください。
　応募先アドレス：y.matsumaru@tokyo-bm.or.jp	� 事務局担当：松丸、小林

あなたの作品や感動した風景•
ビルの写真等を載せませんか。

投 稿 募 集

（赤色の太字部分が変更になった箇所)
社　　　名 協会登録代表者名 郵便番号 所　　　　　在　　　　　地 電話番号 FAX 番号

（代表者名変更）

株式会社
日本テレビワーク24

勝見　明久 105 -0021 港区東新橋2-5-14	新橋山根ビル4F 5 9 6 2 - 8 4 7 0 3 4 3 2 - 2 1 3 3

株式会社ヤエス 田澤　道太郎 103 -0001 中央区日本橋小伝馬町10-5 5651 -3821 5651 -3835

（入会）

有限会社アンリ社 大田　登志子 194-0022 町田市森野1-7-12-102 042-709-1867 042-709-1868

株式会社三凌商事 赤石　賢治 194-0036 町田市木曽東1-34-6 042-726-2647 042-727-6743
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ネットワーク東京

N etwork
Tokyo

https://www.tokyo-bm.or.jp/
墨田区　
小梅児童遊園オブジェと
東京スカイツリー

特 集

令和3年度 労働安全衛生大会開催

2021年（令和3年）12月1日（毎月1日発行）第587号

202112 Vol.587

公
益
社
団
法
人
　
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
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ス
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ッ
ト
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ク
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０
２
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Ｏ
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